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平
成
１８
年
度
通
常
総
会

ヽ
平
成
１８
年
度
通
常
総
会
が
５
月
２０
日
、

東
京

・
麹
町
の
弘
済
会
館
で
開
か
れ
た
。

総
会
に
は
会
員
１
３
３
人
が
出
席
し
、

①
平
成
１７
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算

・
財
産
目
録
、
②
平
成
１８
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
、
③
創
立
１
０
０

周
年
記
念
事
業
特
別
会
計

・
平
成
１７
年

度
中
間
決
算
、
④
定
款
の

一
部
変
更
、

⑤
監
事
選
任
、
⑥
平
成
１８
年
度
除
籍
者

―
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
し
た

（事
業
報
告
等

の
詳
細
内
容
は
別
掲
）
。

■

会
長
あ
い
さ
つ

社
会
に
信
頼
さ
ね
る
会
め
ざ
す

議
案
審
議
に
先
立
ち
平
山
善
吉
会
長

人
へ
の
移
行
準
備
進
め
る

前
と
比
べ
、
ち
ょ
う
ど
１
０
０
人
減
少

し
た
。
新
入
会
員
も
１
９
９
３
年
を
ピ

ー
ク
に
減
少
し
、
１
５
０
人
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ

ば
２
０
１
０
年
に
５
５
０
０
人
を
割
り

込
む
見
込
み
だ
。
会
員
の
減
少
は
会
費

収
入
の
減
少
に
も
つ
な
が
る
。
昨
年
度

は
日
本
山
岳
会
創
立
以
来
は
じ
め
て
税

務
調
査
を
受
け
た
。
過
去
に
遡

っ
て
の

詳
細
な
調
査
だ
っ
た
。
監
督
官
庁
か
ら

も
会
の
運
営
に
つ
い
て
厳
し
い
指
摘
を

受
け
て
い
る
。

一
、
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
、

言
う
だ
け
で
は
な
く
、
会
の
実
行
力
を

高
め
、
定
款
の
改
正
や
組
織
の
統
廃
合
、

役
員
の
若
返
り
、事
務
局
体
制
の
整
備
ｏ

強
化
な
ど
、
実
行
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

実
行
し
て
い
き
た
い
。
会
員
の
５１
りヽ自
が

支
部
会
員
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
支
部

の
活
性
化
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。
登

山
指
導
、
文
化

・
自
然
保
護
活
動
に
対

す
る
支
援
な
ど
だ
。
支
部
長
会
議
を
７

月
に
も
上
高
地

・
山
研
で
開
催
、
ま
た

今
年
は
年
次
晩
餐
会
を
東
海
支
部
の
担

当
で
、
名
古
屋
で
行
な
う
。
学
生
部
、
　

１

青
年
部
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。
　

額

青
年
部
に
つ
い
て
は
５
カ
年
を
見
通
し

た
海
外
登
山
の
目
標
を
つ
く
り
た
い
。

高
齢
者
対
策
も
欠
か
せ
な
い
。
受
益
者

負
担
を
原
則
と
し
な
が
ら
、
高
齢
者
を

対
象
に
す
る
新
し
い
支
援
制
度
を
考
え

た
い
。
こ
れ
ら
を
通
じ
、
日
本
山
岳
会

の
伝
統
と
品
格
を
失
う
こ
と
な
く
社
会

に
信
頼
さ
れ
る
、
ま
た
登
山
界
に
親
し

ま
れ
る
会
と
し
て
、
新
し
い
世
紀
に
向

か
っ
て
出
発
し
て
い
き
た
い
。

・
１７
年
度
事
業
報
告

ｏ
収
支
決
算

記
念
事
業
、
無
事
終
え
る

は
あ
ら
ま
し
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

一
、
皆
さ
ま
の
協
力
を
得
て
１
０
０
周

年
記
念
事
業
を
無
事
終
了
し
た
こ
と
を

感
謝
し
た
い
。
ま
だ

『百
年
史
』
、
中
央

分
水
嶺
踏
査
、
学
生
部
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠

征
な
ど
の
事
業
が
残

っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
が
終
了
し
た
段
階
で
ま
と
め
て
報
告

し
た
い
。
決
算
は
若
干
の
プ
ラ
ス
に
な

る
見
込
み
だ
。

一
、
日
本
山
岳
会
は
、
若
者
の
登
山
離

れ
、
高
齢
化
、
会
員
減
少
、
こ
れ
ら
が

相
ま
っ
て
登
山
意
欲
の
衰
退
と
い
う
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
平
均
年
齢
は
６４
歳

で
あ
り
、
会
員
は
２
０
０
１
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
続
け
て
い
る
。

１７
年
度
末

の
会
員
は
５
６
３
５
人
だ
っ
た
。
１
年
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こ
の
日
の
総
会
に
は
２
８
５
０
通
の

委
任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
現
在
、
在
籍

者
は
５
６
３
５
人
で
あ
り
、
出
席
者
を

合
わ
せ
る
と
、
会
員
の
３
分
の
１
を
上

回
っ
て
総
会
は
有
効
に
成
立
し
た
。

事
業
報
告

・
計
画
、
ま
た
創
立
１
０

０
周
年
記
念
事
業
特
別
会
計
中
間
決
算
、

定
款
変
更
に
つ
い
て
は
吉
永
英
明
総
務

担
当
、
収
支
決
算

・
予
算
及
び
財
産
目

録
に
つ
い
て
は
贄
田
統
亜
財
務
担
当
の

各
常
務
理
事
が
説
明
し
た
。

〔事
業
報
告
〕

１
０
０
周
年
記
念
事
業

が
相
次
い
だ
。
５
月
に
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

で
記
念
式
典
を
開
催
し
た
の
を
皮
切
り

に
６
月
に
京
岐
北
陸
、
７
月
に
九
州
、

８
月
に
北
海
道
な
ど
全
国
８
ブ
ロ
ッ
ク

で
記
念
式
典
を
開
催
、

１０
月
１５
日
に
は

東
京
で
総
合
式
典
を
開
い
た
。
総
合
式

典
に
あ
わ
せ
て

「山
岳
図
書
・絵
画
展
」

を
開
催
。
ま
た

『新
日
本
山
岳
誌
』
を

編
集

・
発
刊
し
た
。
自
然
保
護
活
動
も

活
発
で
、
自
然
保
護
委
員
会
が
高
尾
の

森
づ
く
り
、
青
森
支
部
が
自
神
山
地
育

林
事
業
、
東
海
支
部
が
猿
投
の
森
づ
く

り
を
推
進
し
た
。
海
外
登
山
は
マ
ナ
ス

ル
遠
征
隊
を
は
じ
め
、
東
海
支
部
が
第

８
次
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
、
福
井

支
部
が
ジ
ャ
ナ
リ
ズ
峰
登
山
隊
、
富
山

支
部
が
ギ
ャ
ジ

ｏ
カ
ン
峰
登
山
隊
を
そ

れ
ぞ
れ
派
遣
し
た
。

〔収
支
決
算
等
〕

収
支
決
算
は
、
収
入

が
９
０
８
１
万
円
と
な
り
、
予
算
を
２３

万
円
上
回
っ
た
。
会
費

・
入
会
金
収
入

は
６
６
７
４
万
円
で
予
算
額
を
３
１
５

万
円
下
回

っ
た
。
新
入
会
員
は
１
８
０

人
を
予
定
し
た
が
、
１
５
０
人
に
と
ど

ま
っ
た
。
事
業
収
入
は
５
９
９
万
円
で

予
算
比
３
８
１
万
円
減
。
事
業
収
入
の

な
か
で
山
研
使
用
料
収
入
が
３
５
０
万

円
の
予
算
に
対
し
１
６
７
万
円
に
と
ど

ま
っ
た
の
は
、
沢
渡
の
が
け
崩
れ
で
入

山
者
が
減
少
し
た
た
め
だ
。
そ
の
他
事

業
収
入
は
、
い
わ
ゆ
る
グ
ッ
ズ
の
販
売

収
入
だ
が
、
２
５
０
万
円
と
予
算
を
大

き
く
下
回

っ
た
。

補
助
金
収
入
２
８
０
万
円
は
高
尾
の

森
づ
く
り
に
対
す
る
国
土
緑
化
推
進
機

平成18年度通常総会で挨拶する平山会長

構
か
ら
の
助
成
金
。
寄
付
金
２０
万
円
は

故
渡
辺
兵
力
名
誉
会
員
の
ご
遺
族
か
ら

の
も
の
。
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
基
金
に

繰
り
入
れ
た
。
敷
金
戻
り
収
入
は
２
０

１
号
室
と
１
０
４
号
室
の
交
換
に
伴
う

も
の
。
１
０
０
周
年
特
別
会
計
か
ら
は

１
３
７
８
万
円
を
繰
り
入
れ
た
。

支
出
総
額
は
９
３
２
３
万
円
と
な
っ

た
。
う
ち
事
業
費
は
５
１
０
４
万
円
、

管
理
費
は
２
９
５
４
万
円
。
建
物
建
設

購
入
支
出
１
１
６
８
万
円
は
１
０
４
号

室
の
内
装
工
事
費
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
当
期
支
出
合
計
は

９
３
２
３
万
円
と
な
っ
た
。
次
期
繰
越

収
支
差
額
は
８
４
８
万
円
、
期
末
正
味

財
産
合
計
額
は
４
億
２
５
８
８
万
円
で

前
期
比
８
８
３
万
円
の
増
加
。
財
産
目

録
は
前
年
に
比
べ
大
き
な
変
化
は
な
い

が
、
海
外
登
山
基
金
の
預
金
を
す
べ
て

定
期
預
金
に
切
り
換
え
た
。

こ
れ
ら
に
対
し

一
カ
英
夫
監
事
か
ら

収
支
計
算
書
等
が
正
確
か
つ
妥
当
で
あ

っ
た
こ
と
を
認
め
る
監
査
報
告
が
あ
っ

た
。

・
１８
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算

年
次
晩
餐
会
を
名
古
屋
で
開
催

〔事
業
計
画
〕

政
府
の

「公
益
法
人
制

度
の
抜
本
的
改
革
に
関
す
る
基
本
方

針
」
に
し
た
が
え
ば
、
社
団
法
人
は
、

平
成
２０
年
度
に
特
例
社
団
法
人
と
な
り
、

以
降
５
年
以
内
に
公
益
社
団
法
人
と
な

る
か

一
般
社
団
法
人
と
な
る
か
選
択
し
、

内
閣
府
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
益
社
団
法
人
だ
と
、
独
自
の
寄
付
金

控
除
資
格
を
得
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、

日
本
山
岳
会
は
理
事
会
に
お
い
て
公
益

社
団
法
人
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
た
。

１８

～
２０
年
度
は
、
そ
の
準
備
段
階
に
は
い

る
。
事
業
計
画
は
公
益
性
を
前
面
に
押

し
出
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

▽
公
益
的
事
業
＝
公
益
的
事
業
を
前
面

に
打
ち
出
す
と
同
時
に
、
日
本
山
岳
会
　
２

の
活
動
が
東
京
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
　
轟

的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
支

部
の
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
。

宮
崎
支
部
が
５
月
に
少
年
補
導
登
山
を

宮
崎
家
裁
か
ら
受
託
、
山
梨
支
部
は
６

月
に
第
２
回
山
の
博
覧
会

「山
を
知
ろ

う
　
山
へ
行
こ
う
」
を
開
催
、
８
月
に

は
、
北
海
道
支
部
が
自
然
児
学
校
、
福

井
支
部
が
親
子
登
山
、
北
九
州
支
部
が

青
少
年
登
山
教
室
、
宮
崎
支
部
が
子
ど

も
登
山
教
室
を
相
次
い
で
開
催
す
る
。

１０
月
に
は
東
海
支
部
が
知
的
障
害
者
と

の
登
山
を
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

ス
と
名
づ
け
て
行
な
う
。
２
月
に
は
宮

崎
支
部
が
県
警
の
山
岳
救
助
を
指
導
す
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ワ（Ｃ
。自

然
保
護
事
業
も
、
公
益
事
業
の
柱

と
な
っ
て
お
り

「自
然
保
護

・
山
岳
環

境
保
全
活
動
」
と
し
て
、
北
海
道
支
部

で
高
山
植
物
盗
掘
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
ほ
か
、
自
然
保
護
委
員
会
の

高
尾
の
森
づ
く
り
、
青
森
支
部
の
自
神

山
地
再
生
育
林
事
業
、
東
海
支
部
の
猿

投
の
森
づ
く
り
を
継
続
、
さ
ら
に
岐
阜

支
部
が
小
津
権
現
山
の
遊
歩
道
整
備
事

業
を
受
託
、
山
陰
支
部
は
大
山
横
手
道

上
の
ブ
ナ
林
育
成
事
業
を
支
援
す
る
。

自
然
保
護
全
国
大
会
は
１０
月
に
大
山
で

行
な
う
。
環
境
省
の

「吉
野
熊
野
国
立

公
園
西
大
台
地
区
利
用
適
正
化
計
画
検

討
協
議
会
」
に
は
自
然
保
護
委
員
会
が

関
西
支
部
と
と
も
に
参
加
す
る
。
秩
父

宮
記
念
山
岳
賞
も
公
益
事
業
と
と
ら
え

て
運
営
し
て
い
く
。

▽
一
般
事
業
及
び
会
員
の
た
め
の
事
業

＝
全
国
支
部
懇
談
会
は
１０
月
７
～
９
日

に
福
井
支
部
の
担
当
で
永
平
寺
で
行
な

う
。
年
次
晩
餐
会
は
１２
月
２
日
、
名
古

屋
で
実
施
す
る
。
支
部
で
行
な
う
の
は

初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
多
数
参
加
し

て
ほ
し
い
。
海
外
登
山
は
、
学
生
部
が

マ
ナ
ス
ル
の
北
側
に
あ
る
パ
ン
バ
リ
ヒ

マ
ー
ル
に
遠
征
、
ま
た
東
海
支
部
が
冬

期
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
に
挑
戦
す
る
ほ
か
、

「海
外
遠
征
５
カ
年
計
画
」
を
検
討
す

る

こ
と
と
し
た
。

〔収
支
予
算
〕

こ
れ
ら
に
対
す
る
予
算

は
、
収
入
を
７
３
３
１
万
円
と
し
た
。

前
年
度
予
算
に
比
べ
１
７
２
７
万
円
の

減
少
。
特
定
預
金
の
取
り
崩
し
１
０
０

０
万
円
が
な
く
な
っ
た
。
入
会
金
収
入

は
３
０
０
万
円
で
同
６０
万
円
の
減
少
。

通
常
会
費
収
入
も
同
３
５
０
万
円
減
の

６
２
０
０
万
円
と
見
込
ん
だ
。
事
業
収

入
は
７
０
０
万
円
と
し
た
。
前
年
度
予

算
比
２
８
１
万
円
の
減
少
だ
が
、
実
績

と
比
較
す
る
と
１
０
０
万
円
増
の
目
標

と
な
る
。
支
出
は
前
年
度
予
算
比
１
７

１
９
万
円
減
の
７
４
１
９
万
円
。
事
業

費
は
１
５
８
３
万
円
減
の
４
３
７
８
万

円
。
管
理
費
は
、
福
利
厚
生
費
が
社
会

保
険
関
係
費
の
増
加
で
大
幅
増
と
な
っ

た
が
、
全
体
と
し
て
は
減
少
と
な
っ
た
。

当
期
収
支
差
額
は
８７
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
。

１８
年
度
か
ら
社
団
法
人
に
新
会
計
基

準
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
任
意
だ

っ
た
減
価
償
却
を
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
ど
う

い
う
形
で
実
施
し
て
い
け
ば
い
い
の
か

検
討
し
、
年
度
末
に
き
ち
ん
と
処
理
し

た
い
。

■
１
０
０
周
年
記
念
事
業
収
支

募
金
関
連
収
入
は
７
１
７
７
万
円
に

１
０
０
周
年
記
念
事
業
特
別
会
計
は

平
成
１５
年
度
か
ら
開
始
し
た
。
来
年
３

月
で
終
了
と
し
た
い
。
承
認
い
た
だ
き

た
い
の
は
平
成
１５
～
１７
年
度
の
収
支
決

算
で
あ
る
。

収
支
合
計
額
は
１
億
３
４
６
万
円
。

募
金
関
係
収
入
は
募
金
、
寄
付
金
、
企

画
協
賛
収
入
の
３
つ
で
計
７
１
７
７
万

円
と
な
っ
た
。
会
員
募
金
と
し
て
は
、

３
４
５
４
人
の
会
員
か
ら
募
金
を
い
た

だ
い
た
あ
と
、
有
志
募
金
と
し
て
３
６

５
人
か
ら
１
７
０
０
万
円
を
募
金
し
て

も
ら
っ
た
。
企
業
か
ら
は
１
０
５
社
か

ら
計
２
９
６
４
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ

い
た
。
ま
た
学
生
か
ら
は
２３
校
か
ら
計

３
２
１
万
円
を
い
た
だ
い
た
。
企
画
協

賛
収
入
は
中
央
分
水
嶺
踏
査
に
関
す
る

新
聞
企
画
に
協
賛
し
て
の
収
入
だ
。

支
出
は
登
山
隊
助
成
７
８
０
万
円
な

ど
。
施
設
費
用
と
し
て
１
３
７
８
万
円

を

一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
、
１
０
４
号

室
の
改
装
な
ど
に
充
て
た
。
晩
餐
会
は
、

晩
餐
会
の
会
費
収
入
１
３
８
０
万
円
だ

け
で
は
ま
か
な
い
き
れ
ず
、
特
別
会
計

か
ら
１
７
１
０
万
円
を
支
出
し
た
。
９

７
７
人
が
参
加
し
、
う
ち
料
理

・
会
場

費
等
１
４
７
０
万
円
。

ま
だ

『百
年
史
』
と
中
央
分
水
嶺
踏

査
事
業
を
残
し
て
お
り
、
２
４
４
４
万

円
を
繰
り
越
し
た
。

・
定
款
変
更

理
事
削
減
、
総
会
を
年
２
回
に

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
組
織
改

革
で

「理
事
会
」
を
業
務
執
行
の
意
思

決
定
機
関
、
「委
員
会
」
を
事
業
実
施
機

関
と
位
置
づ
け
た
。
こ
れ
に
伴
い
理
事

は
委
員
長
を
兼
任
し
な
い
こ
と
と
し
、

意
思
決
定
の
迅
速
化
の
た
め
理
事
を
減

員
し
た
。
当
初
、
定
款
変
更
は
、
こ
れ

だ
け
の
予
定
だ
っ
た
が
、
文
部
科
学
省

か
ら
種
々
指
摘
さ
れ
、
字
旬
の
修
正
も

含
め
大
幅
な
改
正
と
な
っ
た
。

お
お
き
な
改
正
点
は
、
事
業
計
画

・

３

収
支
予
算
を
理
事
会
の
議
決
だ
け
で
な
　

．

く
総
会
の
議
決
を
経
て
文
部
科
学
大
臣

に
提
出
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と
。
こ
れ

に
よ
り
、
通
常
総
会
を
少
な
く
と
も
年

２
回
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。
ま
た
、
会
員
の
除
名
、
役
員

・
評

議
員
の
解
任
の
際
に
対
象
者
に
弁
明
の

機
会
を
与
え
る
こ
と
を
明
文
化
し
た
。

・
監
事
選
任

・
除
籍
予
定
者

除
籍
予
定
者
は
９６
人

５
号
議
案
は
監
事

（補
欠
１
名
）
選

任
の
件
。　
一
カ
英
夫
監
事
が
辞
任
さ
れ
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9 総会で質問する会員

た
た
め
後
任
に
竹
中
彰
会
員

（１
２

８
１
）
を
選
任
し
た
。

続
い
て
６
号
議
案
。
除
籍
対
象
者
の

件
で
あ
る
。
平
成
１８
年
度
の
除
籍
対
象

者
は
９６
人
。
会
費
を
３
年
間
滞
納
し
た

人
が
除
籍
の
対
象
と
な
る
。
実
際
の
除

籍
者
は
、

１３
年
度
５０
人
、

１４
年
度
６６
人
、

１５
年
度
６３
人
、

１６
年
度
５６
人
、

１７
年
度

７０
人
と
推
移
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
、

知
人
に
声
を
か
け
会
費
を
納
め
て
留
ま

る
よ
う
勧
め
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
が

あ
っ
た
。
３
年
間
の
会
費
を

一
度
に
払

わ
な
く
て
も
よ
く
、
１
年
で
も
納
入
す

れ
ば
除
籍
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
紹

介
者
は
適
切
に
対
処
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
も
あ
っ
た
。

・
質
疑
応
答

会
友
制
に
き
ち
ん
と
し
た
対
処
を

石
田
稔
郎
会
員
（６
０
６
５
）

事
業
委

員
会
で
行
な
っ
て
い
る
韓
国
登
山
の
費

用
が
ず
い
ぶ
ん
高
い
と
思
う
。
な
ぜ
高

い
の
か
。
費
用
の
内
訳
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
収
支
計
算
書
を
明
ら
か
に

し
て
ほ
し
い
。

平
山
会
長
　
事
業
委
員
会
か
ら
報
告
を

も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
費
用
内

容
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

柴
田
篤
志
会
員
（４
９
３
２
）

支
部
に

「会
友
」
と
い
う
制
度
を
設
け
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
会
費
を
徴
収
し
て
い
る

ど
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
だ
。
日
本
山
岳
会

の
規
約
に
あ
る
の
か
。
収
入
は
日
本
山

岳
会
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
山

研
利
用
な
ど
の
際
の
資
格
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

平
山
会
長
　
支
部
独
自
の
方
針
で
会
友

制
度
を
設
け
て
い
る
よ
う
だ
。
日
本
山

岳
会
の
会
則
に
は
な
い
。
収
入
は
本
部

の
収
入
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
支
部

長
会
議
な
ど
で
話
し
合

っ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

山
田
二
郎
会
員
（３
４
７
３
）

公
益
事

業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
望
ま
し
い

こ
と
と
思
う
。
と
く
に
、
今
年
は
雪
崩

に
よ
る
事
故
が
多
か
っ
た
。
雪
崩
に
対

す
る
講
習
会
を
ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し
い
。

支
部
で
実
施
す
る
の
も
い
い
し
、
日
山

協
や
労
山
と
協
力
し
て
や
る
の
で
も
い

中
野
慶

一
会
員

（１
２
４
７
３
）
収
支

予
算
の
な
か
で
予
算
額
を
前
年
度
予
算

と
比
較
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
年
度

決
算
額
と
比
較
さ
せ
て
ほ
し
い
。

贄
田
常
務
理
事
　
従
来
の
形
式
で
や
っ

て
き
た
が
、
分
か
り
に
く
い
の
は
確
か

だ
。
検
討
し
た
い
。

塩
澤
厚
会
員

（９
０
８
６
）
事
業
計
画

で

「海
外
遠
征
５
カ
年
計
画
」
を
検
討

す
る
と
表
明
さ
れ
た
が
、
中
村
保
会
員

が
苦
労
し
て
踏
査

・
紹
介
さ
れ
た
東
チ

ベ
ッ
ト
地
域
を
ぜ
ひ
遠
征
対
象
に
加
え

て
ほ
し
い
。

石
田
会
員
　
１
０
０
周
年
記
念
事
業
収

支
の
な
か
で
、
カ
シ
オ
時
計
の
収
入
と

支
出
の
差
額
は
な
に
か
説
明
し
て
ほ
し

吉
永
常
務
理
事
　
１
０
０
周
年
を
記
念

し
記
念
品
を
頒
布
し
た
。
収
入
は
会
員

へ
の
売
り
上
げ
、
支
出
は
カ
シ
オ
か
ら

の
仕
入
れ
で
あ
る
。
企
画

・
事
務
費
等

の
経
費
と
し
て
差
額
を
い
た
だ
い
た
。

芳
賀
孝
郎
会
員

（４
６
３
７
）
１
０
０

周
年
記
念
募
金
委
員
会
か
ら
、
み
な
さ

ま
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

委
員
長
と
し
て
は
７
０
０
０
万
円
の
大

台
に
乗
せ
た
か
っ
た
。
募
金
関
係
の
な

か
で
４
２
０
万
円
が
協
賛
収
入
と
な
っ

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

吉
永
常
務
理
事
　
サ
ン
ト
リ
ー
か
ら
新

聞
広
告
協
賛
金
と
し
て
４
２
０
万
円
い

た
だ
い
た
。
企
業
側
の
事
情
で
募
金
と

し
て
処
理
で
き
な
か
っ
た
。

柴
田
篤
志
会
員
　
記
念
式
典
の
会
場
と

な
っ
た
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
か
ら
寄
付
は

あ
っ
た
か
。
招
待
者
の
お
祝
い
金
は
ど

う
処
理
し
た
か
。

平
山
会
長
　
西
武
か
ら
は
式
典
費
用
を

値
引
き
し
て
い
た
だ
い
た
。
招
待
者
か
　
４

ら
の
お
祝
い
金
は
寄
付
と
し
て
処
理
し
　
饉

た
。

・
懇
談
会

総
会
終
了
後
、
午
後
４
時
か
ら
懇
親

会
を
開
い
た
。
山
田
名
誉
会
員
の
音
頭

で
乾
杯
し
和
や
か
な
歓
談
を
続
け
た
。

中
締
め
は
、
和
田
豊
司
東
海
支
部
長
。

は
じ
め
て
名
古
屋
で
開
催
す
る
年
次
晩

餐
会
へ
の
決
意
を
語
る
と
と
も
に
東
海

支
部
で
行
な

っ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な

「万
歳
」
を
披
露
し
、
会
場
を
お
お
い
に

盛
り
上
げ
た
。

（文

・
高
橋
重
之
、
写
真

・
神
長
幹
雄
）
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2月 25～ 26日 支部長・支部事務局担当者会議 (総務)

3月 2日   講演会「パミール最奥部を行く」(海外)

3月 17日   第34回山岳史懇談会 (図書)

(社)日本山岳会 平成17年度事業報告
平成17年年4月 1日 ～平成18年年3月 31日

1.登山の指導と奨励に必要な集会、研修会、講演会、展覧会、及び

シンポジウムの開催

4月 9～ 10日 自然保護全国集会 (自 然保護)      高尾の森

4月 16～ 17日 学生部所属大学山岳部新入部員歓迎会 (学生)奥多摩

4月 21日   渭鰤i講演会第4回「村山雅美名誉会員」(資料映像) 東京体育館

4月 29日   山研開所 (山研)             上高地

5月 20日   支部長懇談会 (総務)          弘済会館

5月 21日   支部長会議 (総務)             ″

5月 21日   通常総会 (総務)              ″

5月 21～ 22日 第25回 日本登山医学シンポジウム(医療)鹿屋体育大学

5月 28～ 29日 東北ブロック記念式典(青森、岩手、秋田、山形、宮城、福島)猪苗代

6月 4～ 5日 新入会員のための徳本峠越えとウエストン祭(山研)上高地

6月 11～ 12日 京岐北陸ブロック記念式典(京都、岐阜、福井、石川、富山支部)福井市

6月 18～ 19日 探索山行「菅平高原の地形と植生の特徴を探る」(科学)菅平高原

6月 22～ 25日 若葉山行 (事業)           青森白神岳

7月 2日   クライミング集会 (学生)         江戸川

7月 4日   講演会「山での救急蘇生を考える」(医療) 東京体育館

7月 14～ 15日 全国山岳遭難協議会 (指導)        福島市

7月 16～ 17日 九州ブロック記念式典(福岡、北九州、東九州、熊本、宮崎支部)えびの高原

7月 16～ 18日 東北の山を歩く (事業)      鳥海山・栗駒山

7月 21日   気象講座「白馬岳での定点観測」(科学)    本会

7月 22日   創立100周年記念シンポジウム (事業) 東京体育館

7月 28～ 29日 ミニ水力発電点検 (山研)         上高地

8月 7～ 9日 山の自然学研究会 (自 然保護)       上高地

8月 21～ 22日 フォーラムIN 後援 (自 然保護)      早池峰

8月 26日   北海道ブロック記念式典 (北海道)     北海道

8月 27～ 28日 上高地星の会 (山研)           上高地

9月 2～ 3日 自然観察会 (自 然保護)          上野村

9月 1日   名誉会員を囲む会              本会

9月 10日   支部長・支部事務局担当者会議 (総務)    本会

9月 17～ 18日 中部日本ブロック記念式典(越後、信濃、山梨、静岡支部)関川村

9月 17～ 18日 オータムコンサート (山研)        上高地

9月 18～ 19日 中国ブロック記念集会 (山陰、広島支部)  広島市

10月 5～ 9日 紅葉山行 (事業)           韓国雪岳山

10月 8～ 18日 創立100周年記念山岳図書・絵画展(図書、資料映像)丸善

10月 15日  創立100周年記念総合式典(総務)新高輪プリンスホテル

10月 16日  創立100周年記念総合式典記念山行 (事業) 高尾山

10月 29～ 30日 東海ブロック記念式典 (東海)       名古屋

11月 3日  連続講演会第5回「松丸秀夫名誉会員」(資料映像)東京体育館

11月 5～ 6日 関西ブロック記念式典 (関西支部)     高野山

11月 5日  山岳博物館連絡会議 (資料映像)       本会

11月 5日   公開セミナー「通信機器の進歩と応用」(科学)殊陳しごとセンター

11月 5～ 9日 世界遺産熊野古道を歩く (事業)   和歌山県熊野

11月 6日   山研閉所 (山研)             上高地

11月 13日  学生部所属大学山岳部マラソン大会 (学生)  皇居

11月 17日  第14回 山を語る (図書)           本会

11月 19日  新入会員オリエンテーション (総務)     本会

12月 3～ 4日 レスキュー講習会 (青年)        千代田湖

12月 30～ 1月 3日 山研保守状況チェックの為の年末年始開所(山研)上高地

1月 7～ 9日 スキー懇親会 (事業)         岩手県雫石

2月 4～ 5日 第 3回雪崩講習会「雪を知る」 (指導)     栂池

2月 6日   山の怪我の処置と搬送法 (医療)    東京体育館

2月 8日   雪崩講習会「机上講座」(指導)     東京体育館

2月 8～ 9日 アイスクライミング集会 (学生)      八ヶ岳

2月 11日   シンポジウム「日本山岳会のこれからを考える」(フ ォーラム)日本青年館

2月 11～ 12日 雪崩講習会「実地講習」(事業、指導)    白樺湖

2月 18日   マナスル初登頂50周年記念シンポジウム 東京体育館

富士研修所

学習院

本会

2.登山施設の運用、その他登山のための適切な事業

*上高地山岳研究所の運用

*受入れ資料保管

*各博物館、美術館との提携強化

*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フィルムのデジタル化に

よる保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画及び指導

*7月 全国山岳遭難対策協議会への出席 (滋賀県)

*通年 日山協・労山・都岳連との合同調査活動

4.自然保護活動の推進

*環境行政等への意見書、政策提言の発信

*自然保護委員会による自然保護知識啓発のための自然観察山行

*自然保護委員会による「高尾の森づくり」

*白神山地育林事業

*猿投の森づくり

*自然保護委員会会報「木の目草の芽」隔月刊行

5.機関誌等の発行

*山岳第100年 (2005年 )の発行

*会報719号～730号の発行

*イ ンターネット0ホ ームページの更新

*海外向英文誌 町叩anese Alpine News」 発行

*青年部会報「きりぎりす」発行

*医療委員会『山の救急医療ハンドブック』発行

*所蔵図書・絵画展目録発行

*資料映像委員会「写真で見る日本山岳会の100年」発行

6.国内及び外国山岳団体との情報交換

*国内関係団体 (日本山岳協会 0東京都山岳連盟 0日本ネパール協

会・日本ヒマラヤ協会・HAT一 J・ その他)との連絡

*海外登山団体との機関誌の交換及び情報誌の購入

7.海外登山等

*4月 15日 ～6月 1日  マナスル登山隊2005

*7月 13日 ～8月 17日 第 8次インドヒマラヤ登山隊2005(東海支

部)

*9月 3日 ～9月 19日  ネリ6日字峰 (ジ ャナリツ峰)登山隊 (福井

支部)

*9月 4日 ～10月 16日  ギャジ 0カ ン峰登山隊 (富山支部)

8.百周年記念事業の推進

*百年史の編集・発刊   *総 合式典、ブロック式典の実施

*『新日本山岳誌』の編集・発刊 *所蔵山岳図書、絵画展

*中央分水嶺踏査の完遂  *各種フォーラム、シンポジウムの開催

*海外登山

9。 その他目的を達成するために必要な事業

*山岳図書の整備

*山研ミニ水力発電装置稼動運営

*海外登山基金による助成 (4隊 )

*第 8回秩父宮記念山岳賞の授与

*その他
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山 734-2006・ 7020(第 二種郵便物認可)

収 支 計 算 書
平成17年4月 1日 から平成18年3月 31日 まで

(注)「社団法人国土緑化推進機構」助成金 ¥2,800,000

(注)2 故渡辺兵力名誉会員ご遺族寄付金¥200,000

(秩父宮記念山岳賞基金に繰入)

(注)1104号 室内装工事 ¥11,680,000

正昧財産増減計算書
平成17年4月 1日 から平成18年3月 31日 まで

(注)1201号室と104号室の交換による差

貸 借 対 照 表
平成18年3月 31日 現在

火災保険料

修繕費

租税公課

光熱水料費

電話料

会議費

什器備品費

振替手数料

銀行振込手数料

福利厚生費

事務所管理費

その他管理費

負担金

退職金

賃借料

雑費

148,474

100,000

185,590

‐65,185

29,477

391,856

251,286

40,000

0

-944,000

411,546

340,000

100,000

“

8,200

800,000

500,000

180,000

100,000

800,000

0

405,000

1,640,000

2,800,000

80,000

0

3,430,000

900,000

177,190

0

1,749,400

660,109

324,825

31,526

0

614,410

65,185

375,523

1,248,144

2,548,714

40,000

0

4,374,000

488,454

162,810

100,000

139,891

2 管理費

給料手当

文具消耗品費

印刷製本費

旅費交通費

通信運搬費

13,000,000

450,000

1,100,000

8∞ ,000

1,200,000

13,989,100

179,463

1,252,547

740,560

682,418

-989,100

270,537

-152,547

59,440

517,582

0

11,680,000

11,680,000

0

-11,680,000

-11,680,000

(注 )1

3 固定資産取得支出

什器備品購入支出

建物建設購入支出

固定資産取得支出計

4 特定預金支出

長期計画積立金支出

秩父宮記念賞基金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金支出計

1,000,000

1,000,000

200,000

766,000

966,000

Ｏ

Ю

Ｏ

Ю

Ｏ

Ю

Ⅸ

　

　

Ⅸ

　

　

Ⅸ

∞
　
　
６６
　
　
３４

一

1.500。000

5 予備費

予備費 1,500,0∞

91,383,200 93,230,253 -1,847,053

-798,200 -2,412,675 1,614,475

8,481,357 1,614,475

当期支出合計 (C)

当期収支差額(A)― (C)

次期繰越収支差額(B)― (C) 10,095,832

科   目 予算額 決算額 差 異 備考

I 収入の部

1 基本財産運用収入

基本財産利息収入 5,000 2,013 2.987

2 会費・入会金収入

入会金収入

復活入会金収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入会金収入計

3,∞0,0∞

0

65,500,000

800,000

69,900,000

2,9∞ ,000

80,000

62,996,000

766,000

66。742.000

700,000

-80,000

2,504,000

34,∞ 0

3.158。 000

3 事業収入

広告料収入

印税収入

刊行物売上収入

山研使用料収入

その他事業収入

事業収入計

1,600,000

10,000

200,000

3,500,000

4,500,000

9。810.000

1,591,500

0

226,590

1,671,188

2,508,313

5.997.591

8,500

10,000

-26,590

1,828,812

1,991,687

3.8121409

4 補助金等収入

補助金収入 2.800。 000 -2,800,000 (注 )1

5 寄付金収入

寄付金収入

募金収入

寄付金収入計

0

0

0

200,∞ 0

200.0∞

0

-2∞,000

0

-200,000

(注 )2

6 雑収入

受取利息

雑収入

雑収入計

70,000

800,000

870.000

15,513

728,911

744.424

54,487

71,089

125,576

7 特定預金取崩収入 10。 00000∞ 10,000,000

8 敷金等戻り収入

敷金戻り収入 551,550

9 繰入金収入

百周年会計繰入金収入 13,780,000

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収 入 合 計 (B)

90,585,000

10,894,032

101,479,032

90,817,578

10,894,032

101,711,610

0

-232,578

-232,578

科   目 金   額

I 増加の部

1 資産増加額

秩父宮記念基金

終身会費積立金

建物建設購入

土地購入 (注)1
2 負債減少額

増加額合計

Ⅱ 減少の部

1 資産減少額

当期収支差額

棚卸資産

什器備品

建物除去 (注)1

敷金

2 負債増加額

減少額合計

当期正味財産増加額

前期繰越正味財産額

期末正味財産合計額

200,000

766,000

11,680,000

1,311,580 13,957,580

0

13,957,580

5,120,297

2,412,675

1,084,492

760,000

311,580

551,550 5,120,297

8,837,283

417,043,151

425,880,434

決算額 差 異 備 考科   目 予算額

-554,480

185,343

223,8∞

322,761

254,593

276,100

100,000

717,897

102,821

110,485

6,371,802

19,351

436,782

8.567.315

Ⅱ 支出の部

1 事業費

出版費

図書管理費

調査研究費

指導費

支部関係費

海外諸関係費

海外登山補助費

山岳研究所事業費

山岳研究所運営費

ミニ水力発電

その他事業費

印刷・製本費

刊行物発送費

事業費計

10,900,000

400,000

1,8∞ ,000

1,400,000

12,∞0,000

350,000

1,∞0,000

3,000,000

2,650,000

200,000

19,850,000

400,0∞

5,000,000

599610,000

11,454,480

214,657

1,636,140

1,077,239

11,745,407

73,900

1,500,0∞

2,282,103

2,547,179

89,515

13,478,198

380,649

4,563,218

51,042,685

金

資産の部

甕 6

科   目



116,000 84,000

103,030 288,282

20,000

219,030 392,282

10,894,032 8,481,357

山 734-2006・ 7・ 20(第二種郵便物認可)

5,196,000 5,424,000

8,873,639

4. 固定資産の取得価格、減価償却累計額および当期末残高は、次のとおりである。

財 産 目 録
平成18年3月 31日 現在

1 流動資産

現金預金

現 金 現金手許有高

振替貯金 千代田四番町郵便局

普通預金 りそな銀行市ヶ谷支店
″   東京三菱銀行市ヶ谷支店
″   中央三井信託銀行本店
″   みずほ銀行市ヶ谷支店
″   三井住友銀行飯田橋支店
″  UFJ銀行新宿支店

通常貯金 千代田四番町郵便局

未収会費452名

棚卸資産 (注)1
流動資産合計

2固定資産

(1)基本財産

貸付信託 中央三井信託銀行

基本財産合計

(2)その他の固定資産 (注)2
土  地

建  物

敷  金

什器備品

長期計画準備金

(定期預金千代田四番町郵便局)

(定期預金東京三菱市ヶ谷)

(普通預金東京三菱市ヶ谷)

(普通預金みずほ市ヶ谷)

秩父宮記念基金

(定期預金UFJ新宿)

終身会費積立金

(普通預金みずほ市ヶ谷)

海外登山基金

(定期預金りそな市ヶ谷)

(定期預金三井住友飯田橋)

(定期預金みずほ市ヶ谷)

退職引当預金

(定期預金りそな市ヶ谷)

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計
Ⅱ 負債の部
1 流動負債

前受会費平成18年度会費7名分

預り金職員に対する源泉所得税その他

仮受金

流動負債合計
2 固定負債

10,364,809

計算書類に対する注記

重要な会計方針

有価証券の評価基準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は、総平均法による原価基準を採用している。

固定資産の減価償却について

建物及び什器備品の減価償却は行っていない。

引当金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の72%に相当する額

を計上している。

資金の範囲について

資金の範囲には、現金預金、未収会費、前受会費、預り金及び仮

受金を含めている。

なお、前期末及び当期末残高は、下記 3に記載のとおりである。

2.基本財産の増減額及び残高は、次のとおりである。

3日 次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

費

計

費

金

金

計

△〓
　
　
　
△バ

収

　

受

　

受

未

合

前

預

仮

合

1 流動資産

現金

振替貯金

普通預金

定期預金

未収会費

棚卸資産

流動資産合計

2 固定資産

基本財産

貸付信託

基本財産合計

その他の固定資産

土地

建物

敷金

什器備品

長期計画準備金

秩父宮記念基金

終身会費積立金

海外登山基金

退職引当預金

その他の固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

前受会費

預り金

流動負債合計

2 固定負債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

正味財産

(う ち基本金)

(う ち当期正味財産減少額)

155,083

813,695

2,480,861

0

5,424,000

1日

(1)

(2)

(3)

(4)

科   目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

建    物

什 器 備 品

164,446,465

8,824,982

164,446,465

8,824,982

合 計 173,271,447 173,271,447

科    目 金   額

F産の i

155,083

813,695

974,878

1,149,683

297,584

4,586

40,614

7,933

5,583

5,424,000

1,491,170

8,000,000

8,000,000

74,953,705

164,446,465

288,450

8,824,982

5,043,000

18,003,305

6,200,000

800,000

15,200,000

20,548,000

33,600,000

30,000,000

30,000,000

4,691,620

412,599,527

10,364,809

84,000

288,282

20,000

8。 000。 000

8。 000。 000

74,953,705

164,446,465

288,450

8,824,982

30,046,305

15,200,000

20,548,000

93,600,000

4,691,620

412,599,527

84,000

288,282

20,000

4,691,620

392,282

5,083,902

425,880,434

(8,000,000)

(8,837,283)

430,964,336

科   目 前期末残高 当期増加 当期減少 当期末残高

貸付信託

(中央三井信託銀行)

8,000,000 8,000,000

合計 (基本金) 8,000,000 8,000,000

当期末残高 考
392,282

饉 7
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鳥 (カ ット原画)

メール ドグラス

モンブラン

カンチェンジュンガ遠望
ユングフラウ

涸沢より北穂高

初夏の槍ヶ岳

カンチェンジュンガ

北穂高岳滝谷

或朝の槍ヶ岳

北穂高主峰

朝の槍ヶ岳

タンボチェの僧院
シェルパニの親子

冬の山 (清太山)

梓川秋色

早朝の上高地山岳研究所

旧上高地山岳研究所

焼岳秋趣

ナムチャバルワ峰暮色

白馬雪田

上高地秋景
マチャプチャレ

朝霧

白樺の林

麓春
ヒマラヤダージリンにて

タムセルク

安曇野の春
ヒマラヤの古都

アルバータ

ケルン

山

アルバータとピッケル

題名不詳 24枚
題名不詳 8枚
題名不詳 12枚
スケッチブック

ロンブクよリエベレスト

白馬残照

穂高連峰

安曇野と常念岳

尾瀬と隧ヶ岳

1谷川岳

|シ ダンゴ山 晩秋

1檜洞丸山荘

世界の名

(他の絵画 ,写真 省略)

2.図 書

3.フ ィルム・ビデオ

社団法人 日本山岳会 平成17年度の収支計算書、正味財産増減計

算書、貸借対照表、および財産目録を監査し、正確妥当なことを

認めます。

社団法人 日 本 山 岳 会

山 734-200607・ 20(第二種郵便物認可)

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

4,691,620

(注)1 棚卸資産内訳

(注)2 その他固定資産内訳

1.建物および土地

2.什器備品

財産目録記載外のその他物品リスト(主として受贈益)

1. 画

墨絵
エッチング
エッチング
エッチング

油

水彩-6
油-10
パステル

油-25
油-25
油-25
油一P8

水彩-4
水彩-4
墨絵

油-12
版画-8
水彩-10
版画-8
油-10
日本画

油一F20

油-20
水彩-8
油-6
油一P50

油一F4

油-30
油-30
油-30
油-6
油-6
油-6
水彩

油-10
油-6
水彩

32冊

版画

版画

版画

版画

版画

版画

版画

版画

石井 鶴三

シュラギントワイト

松本アルプス山岳館

本 会

伯者国山岳美術館

松本アルプス山岳館

本 会

本 会

本 会

伯者国山岳美術館

本 会

本 会

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

本 会

上高地山岳研究所

上高地山岳研究所

伯者国山岳美術館

伯者国山岳美術館

本 会

上高地山岳研究所

伯者国山岳美術館

本 会

松本アルプス山岳館

本 会

本 会

上高地山岳研究所

大町山岳博物館

〈バ
△ム

本

本

山里

山里

中村

矢崎

足立

足立

足立

足立

清野

清野

近藤

後藤

松田

松田

鈴木

神原

丸山

後藤

武井

越智

茨木

倉員

上野

武井

後藤

藤江

寿男

寿男

清太郎

千代二

源一郎

源一郎

源一郎

源一郎

猪之吉
ソマベル

正俊

真望

真望

真望

真望

正俊

正俊

△不
△バ
△ム
△ム

本

本

本

本

吉

　

　

　

　

　

郎

吉

男

男

男

俊

夫

霞

男

　

夫

之

雄

香

　

男

太

恒

恒

茂

三

敏

敏

正

忠

晩

三

清

英

猪

辰

春

清

三

幾

レオン。アマン

△
バ
士
口
士
口
士
ロ

朗

吉

岳

之

之

之

義

広

山

猪

猪

猪

ダ

光

沼

ナ

木

木

本

金

辰

力

茨

茨

茨

木

。
木

暮

暮

暮

暮

木

木

茨

Ｈ

鈴

小

小

小

小

鈴

鈴

〈ム
〈バ
〈バ
△ム
〈ム
〈バ

本

本

本

本

本

本

〈バ
△ム
△ム
△バ
〈ム
〈バ
〈バ
〈ム

本

本

木

本

本

本

本

本

夫

郎

英

健一

力

本
一
山

事

事

監

監

シ ュ

白馬岳

富士山麓

田代池の自樺

群猿

伊豆半島

針の本峠より

徳本峠から穂高連峰

初冬の両神山

リトグラフ

油一A50

油一A25

油変形-6
墨絵

油-10
油-10
墨絵

油-10

中村 清太郎

茨木 猪之吉

中村 清太郎

石井 鶴三

茨木 猪之吉

茨木 猪之吉

石田 吟松

茨木 猪之吉

本 会

大町山岳博物館

河口湖町立美術館

本 会

本 会

松本アルプス山岳館

本 会

松本アルプス山岳館

本 会

種   類 摘   要 金  額

刊  行  物

服飾品,そ の他

「山岳」総索引,「山岳」覆刻版 等
等クラブタイ_ワ 、ソペン

710,520

780,650

合   計 1,491,170

A

場所 東京都千代田区四番町5番4号

構造 鉄筋コンクリート造、陸屋根、地下1階付5階建

(事務所)区分所有建物1階部分103.32ぽ (専有部分)

宅地持分1,124.56r× 339/10,000

=38。 122584rゴ

(図書室)区分所有建物1階部分55.22ぽ (専有部分)

宅地持分1,124.56r× 176/10,000

=19。 792256riゞ

(104号 室)区分所有建物1階部分80,36r(専有部分)

宅地持分1,124.56ぽ ×261/10,000

=29。 35101611ビ

計238.9ぽ 宅地持分87.265856ぽ 121,400,170

B。 上高地山岳研究所

場所 長野県松本市安曇4469番地1

構造 木造2階建地下1階 (一部コンクリー ト造)

1棟 274.09ピ 118,000,000

合 計 239.400.170

品    名 取得年月日 取得価格 所 在

内移動書架一式 コンパックル

閲覧用テーブル (木製2台 )

ライティングビューロー(木製)

フィルム収納キャビネット(スチール製)

書棚 (木製2段 )

16mm映写機 leCL(MO)
木製書架ガラス戸付 (2台 )

シャープ液晶ビジョンー式

ナショナル冷凍冷蔵庫 N砕041VP2‐ H
ナショナル29イ ンチテレビTH…29VS35

ナショナルBS付ビデオ HV‐BS50S
ミニ水力発電装置

S53.02.10

52.09。 28

54.06.23

56.08.08

56.12.22

61.05.13

62.09。 24

1・102.07.19

05.03.20

05.03.20

05.03.20

11.11.30

1,500,000

250,000

280,300

254,000

500,000

156,000

700,000

587,932

250,000

280,000

250,000

3,816,750

図書室

図書室

事務所

事務所

図書室

事務所

図書室

事務所

山 研

山 研

山 研

山 研

合 討 8.824。 982童
日
室
日

和

洋

平成17年度受入冊数 114冊
平成17年度受入冊数  12冊

蔵書計

蔵書計

11,287冊

3,772冊

フィルム

ビデオ 280点

15点 「マナスルに立つ」 他
「映像史 ヒマラヤヘの道」 他

種類・号数 作 者 名 掲載 。保管場所題   名

平成18年 4月 7日

鰈 8



山 734-200607020(第二種郵便物認可)

*山岳第101年 (2006年)の発行

*会報731号～742号の発行

*イ ンターネット・ホームページの更新

*海外向英文誌 町apanese Apine News」 の発行

*青年部会報「きりぎりす」の発行 (年 2回 )

*「中央分水嶺踏査」報告書の発行

*自然保護委員会会報「木の目草の芽」刊行

(4)その他目的を達成するための事業

*第 9回秩父宮記念山岳賞の授与

*海外登山基金による海外登山の助成

*山岳図書の整備・拡充

*山岳遭難の予防と対策に関する関係団体との協議

*国内関係団体(日本山岳協会,東京都山岳連盟。日本ネパール協会̀日本ヒマラヤ協会・HAT― J'その他)との連携
*海外登山団体との情報交換及び機関誌の交換等

*国内博物館・美術館との提携

*「上高地山岳研究所」の運用

*登山記録等の保存・整備

2.一般事業及び会員のための事業

(1)登 山、集会、施設の運用等

4月 2日   第 2回世界遺産熊野古道を歩く (事業)

4月 29日   上高地山研開所 (山研)

5月 7～ 16日 マナスル登頂50周年記念レセプション・トレッキング(於 :ネパール)

5月 26～ 30日 若葉山行 (韓国智異山、事業)

5月    学生部所属大学山岳部新入部員歓迎会 (学生)

6月 3～ 4日 新入会員のための徳本峠越えとウエストン祭 (山研)

7月     探索山行「富士山の地形と植生の特徴を探る」(科学)

7月     気象講座 (科学)

7月    第27回山岳図書を語るタベ (図書)

7月     クライミング集会 (学生)

8月 2～ 6日 東北の山を歩く (事業)

9月 23～ 24日 オータムコンサート (山研)

9月    第15回 山を語る (図書)

10月 5～ 9日 紅葉山行 (十勝三山、事業)

10月 7～ 9日 全国支部懇談会 (永平寺、福井支部)

10月    新入会員オリエンテーション (総務)

11月 5日   上高地山研閉所 (山研)

11月 19～22 晩秋山行 (伊豆天城越え、事業)

11月    第35回山岳史懇談会 (図書)

11月    学生部所属大学山岳部マラソン大会 (学生)

12月 2日   平成18年度年次晩餐会 (於 :名古屋 東海支部・総務)

12月 3日   晩餐会記念山行 (事業)

12月30～ 1月 3日 冬季開所 (山研)

1月 6～ 8日 スキー懇親会 (事業)

2月     第38回山岳図書を語るタベ (図書)

2月     アイスクライミング集会 (学生)

未定    第11回古道を歩く (図書)

未定    第24回図書交換会 (図書)

(2)毎外登山等

8月～10月  学生部パンバリヒマール遠征

9月～ 1月  東海支部 ローツェ南壁 (冬期)遠征

*海外遠征 5ヶ 年計画の検討

(3)会議等

*通常総会の開催 (5月 20日 )

*理事会の開催 (12回 )

*常務理事会の開催 (12回 )

*支部長会議 (5月 07月 012月
)

(社)日本山岳会 平成18年度事業計画
平成18年 4月 1日 ～平成19年 3月 31日

1。 公益的事業

(1)登 山、講演会、シンポジウムの開催等

4月 20日   講演会「マッキンリーの気象」(科学)

5月 27～ 28日 第26回 日本登山医学会シンポジウム (医療)

5月    宮崎家裁少年補導受託登山 (年 2～ 4回、宮崎支部)

6月 2～ 4日 上高地ウエストン祭 (信濃支部)

6月 24日   第 2回山の博覧会「山を知ろう 山へ行こう」(山梨支部)

6月    救急法講習会 (指導)

6月    講演会「音声と映像の記録保存」(資料映像)

6月    講演会 (青年)

7月 7～ 8日 全国山岳遭難対策協議会 (指導)

7月     実技講演会「山での救急蘇生法」(医療)

7月     山岳映画会「アーカイブ作品上映」(資料映像)

8月    上高地インタープリタ活動 (自 然保護共催)

8月    自然児学校 (北海道支部)

8月    親子登山 (福井支部)

8月    青少年登山教室 (東九州支部)

8月    子ども登山教室 (宮崎支部)

9月    講演会「ドクタージィムダフ講演」(海外)

9月 24～ 26日 日本。ネパール国交樹立50周年ネパール展(マナスル委員会共催)

10月    親と子のふれあい登山教室 (東海支部)

10月    スペシャルオリンピックス(知的障害者との登山)(東海支部)

10月    講演会「音声と映像の記録保存」(資料映像)

10月    山岳博物館等連絡会議 (資料映像)

11月    宮崎ウエストン祭 (宮崎支部共催)

11月    山岳講演会 (岐阜支部)

11月    講演会 (青年)

11月    雪崩講習会 (指導)

11月    シンポジウム (科学)

11月    山岳映画会「アーカイブ作品上映」(資料映像)

11月    レスキュー講習会 (青年)

12月 16日  シンポジウム「メコン河源流」(事業)

1月     雪崩講習会 (事業・指導)

1月     実技講演会「登山時の膝の痛みの予防と対処」 (医療)

2月     県警察山岳救助指導 (宮崎支部)

2月    講演会 (科学)

2月    雪崩講習会 (指導)

3月    大学山岳部会議 (学生 。指導)

未定    講演会「モーリス・エルゾーグ講演」(海外)

(2)自然保護・山岳環境保全

6月 ～ 9月  高山植物盗掘防止パ トロール受託事業 (北海道支部)

6月    自然観察会 (於 :神津島 自然保護)

10月 20～ 22日 自然保護全国集会 (於 :大山 自然保護・山陰支部)

10月    フォーラムIN早池峰 (自 然保護後援)

4月 ～9月  全国中央分水嶺踏査 (最終年)

通年    「高尾の森づくり」 (自 然保護)

″    「白神山地再生育林」(青森支部)

″    「猿投の森づくり」(東海支部)

″    「小津権現山」遊歩道整備受託事業 (岐阜支部)

″    「大山」横手道上ブナ林育成支援 (山陰支部)

″     森林保全巡視受託事業 (北九州支部・熊本支部)

″    「水原の森づくり」(宮崎支部)

″     環境省「吉野熊野国立公園西大台地区利用適正化計画検討協議会」への参加

(関西支部・自然保護)

(3)出版等

*「100年史」の発行



修繕費

租税公課

光熱水料費

電話料

会議費

什器備品費

振替手数料

福利厚生費

事務所管理費

その他管理費

負担金

賃借料

雑費

100,000

650,000

650,000

320,000

50,000

100,000

700,000

1,640,000

1,100,000

2,700,000

60,000

3,240,000

900,000

100,000

648,200

800,000

500,000

180,000

100,000

800,000

405,000

1,640,000

2,800,000

80,000

3,430,000

900,000

山 734-2006・ 7・ 20(第二種郵便物認可)

*支部長 0支部事務局担当者会議の開催 (2月 )

*評議委員会の開催 (随時)

収 支 予 算 書
平成18年4月 1日 から平成19年3月 31日 まで

創立 100周年記念事業 収支

1.収支決算書 平成15年4月 ～平成18年3月

-540,000

-100,000

-20,000

-190,000

0

平成18年3月 末現在

2 管理費

給料手当

文具消耗品費

印刷製本費

旅費交通費

通信運搬費

火災保険料

13,000,000

200,000

1,250,000

750,000

800,000

200,000

13,000,000

450,000

1,100,000

800,000

1,200,000

340,000

3 固定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出計

1,000,000

1,000,000

4 特定預金支出

長期計画積立金支出

秩父宮記念賞基金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金支出計

1,000,000

1,000,000

1,000,000 1,500,000 -500,000

5 予備費

予備費

74,190,000 91,383,200 -17,193,200

-875,000 -798,200 -76,800

当期支出合計 (C)

当期収支差額 (A)― (C)

次期繰越収支差額(B)一 (C) 7,606,357 10,095,832 -2,489,475

科   目 平成18年度予算額前年度予算額 増 減 備考

I 収入の部

1 基本財産運用収入

基本財産利息収入 5,000 5,000 0

2 会費 0入会金収入

入会金収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入会金収入計

3,000,000

62,000,000

700,000

65,700,000

3,600,000

65,500,000

800,000

69,900,000

-600,000

-3,500,000

-100,000

-4,200,000

3 事業収入

広告料収入

印税収入

刊行物売上収入

山研使用料収入

その他事業収入

事業収入計

1,600,000

0

200,000

2,500,000

2,700,000

7,000,000

1,600,000

10,000

200,000

3,500,000

4,500,000

9,810,000

0

-10,000

0

-1,000,000

-1,800,000

-2,810,000

4 補助金等収入

補助金収入 0

5 寄付金収入

寄付金収入 0

6 雑収入

受取利息

雑収入

雑収入計

10,000

600,000

610,000

70,000

800,000

870,000

-60,000

-200,000

-260,000

7 特定預金取崩収入 10,000,000 -10,000,000

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収入合計 (B)

73,315,000

8,481,357

90,585,000

10,894,032

-17,270,000

-2,412,675

81,796,357 101,479,032 -19,682,675

支   出 収   入

科    目 金額 (円 ) 科   目 金額 (円 )

登山隊助成金

ブロック別式典補助

支部記念事業補助

記念フォーラム

記念式典補助

森づくり補助

GPS及びTOPO仕 入代金

記念品代金(カシオ時計)

式典費用

施設費用 (注)1

旅費交通費

資料購入代

事務用品費

通信運搬費

会議費

印刷費

郵便振替手数料

募金免税手数料

雑費

次月へ繰越

7,800,000

2,000,000

2,336,000

1,628,519

680,000

3,277,386

4,342,884

12,496,680

17,103,184

13,916,500

2,324,901

664,207

480,347

1,156,857

136,310

4,170,476

561,000

1,485,550

2,461,056

24,442,927

百周年募金

寄付金

企画・協賛収入

仕入代金戻し金

(GPS//′ TOPO)
(カ シオ時計)

晩餐会会費

受取利息

66.693.2291

883。 0001

4,200,0001

3,272,360

14,616,000

13,800,000

195

合   計 103,464,784 合   計 103,464,784

備考科   目 平成18年度予算額前年度予算額1 増 減

10,800,000

170,000

1,790,000

700,000

10,500,000

200,000

1,360,000

2,560,000

200,000

1,000,000

9,600,000

400,000

4,500,000

43,780,000

10,900,000

400,000

1,860,000

1,400,000

12,000,000

350,000

3,000,000

2,650,000

200,000

1,600,000

19,850,000

400,000

5,000,000

59,610,000

0

-600,000

10,250,000

0

Ⅱ 支出の部

1 事業費

出版費

図書管理費

調査研究費

指導費

支部関係費

海外諸関係費

山岳研究所運営費

山岳研究所管理費

ミニ水力発電運営費

海外登山補助費

その他事業費

印刷・製本費

刊行物発送費

事業費計

薇 10
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2.賃借対照表

(注)1 施設費用のうち 13,780,000円 は、一般会計に繰入れた。

3月 末現在

定款の新旧対照表 (案)

資   産 負債及び正味財産

科   目 金額 (円 ) 科    目 金額 (円 )

普通預金

(三菱東京UFJ)

(三井住友)

(み ずほ)

郵便振替口座

現金

仮払金

8,316,850

6,361,037

8,724,531

919,399

121,110

0

預り金

仮受金

次月へ繰越

0

0

24,442,927

合   計 24,442,927 合   計 24,442,927

現   行 改 定 案

第12条 会員が次の各項の一に該当するときは、総会
の議決を経てこれを除名することができる。

1。 本会に対し、3カ年以上諸納金を滞納し、理

事会の請求があっても納入を怠ったとき。

2.本会の名誉を傷つけたとき。

第13条 本会には次の役員および評議員をおく。

理 事 15名以上20名以内 (う ち会長 1名、

副会長 3名以内、および常務理事若

干名)

監 事 2名

評議員 15名以上20名以内

第14条 理事および監事は入会満 3年以上を経た会員

(賛助会員を除く)の うちから総会がこれを

選挙する。

2。 会長および、副会長は理事のうちから総会が

る。

3。 理事は互選で常務理事若干名を定める。

4。 監事は、評議員の推薦する候補者のうちから

総会がこれを選挙する。

第15条 評議員は会員のうちから理事会が推薦し総会

に於て選挙する。

2。 評議員は互選によって常任評議員若干名を

定める。

3.評議員は理事を兼ねることができない。

第20条 役員および評議員の任期は2年とし、再任を

妨げない。但し再々任の場合は原則として再

任々期満了後少なくも一任期以上の任期を

第12条 会員が次の各項の一に該当するときは、総会
の議決を経てこれを除名することができる。

この場合、その会員に対し、決議の前に弁明

の機会を与えなければならない。

1。 本会に対し、3カ年以上諸納金を滞納し、理

事会の請求があっても納入を怠ったとき。

2.本会の名誉を傷つけたとき。

第13条 本会には次の役員および評議員をおく。

理 事 10名以上15名以内 (う ち会長 1名、

副会長 3名以内、および常務理事若

干名)

監 事 2名
評議員 15名以上20名以内

第14条 理事および監事は、入会満 3年以上を経た会

員 (賛助会員を除く。)の うちから総会で選

出する。

2。 会長および副会長は、理事のうちから総会で

選出する。

3.理事は、互選で常務理事若千名を定める。

4.監事は、評議員の推薦する候補者のうちから

総会で選出する。

第15条 評議員は、会員のうちから理事会が推薦し総

会に於て選出する。

2。 評議員は、互選によって常任評議員若千名を

定める。

3.評議員は、理事を兼ねることができない。

第20条 役員および評議員の任期は2年とし、再任を

妨げない。ただし、再々任の場合は原則とし

て再任々期満了後少なくも一任期以上の任

目 11
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経過した後でなければならない。

2。 補欠または増員により選挙された役員およ

び評議員の任期は、前任者または現任者の残

任期間とする。

3。 役員および評議員は、その任期満了後であっ

ても、後任者が就任するまでは、その職務を

行う。

4.役員および評議会は、本会の役員および評議

員としてふさわしくない行為のあった場合、

または特別の事情で、その任に耐えないと認

められた場合、その任期中であっても、総会

および理事会の議決によって、会長がこれを

解任することができる。

第22条 本会の事務処理のため、主事、書記等の職員

をおくことができる。

2。 職員は、会長がこれを任免する。

3。 職員は有給とする。

第23条 理事会は、毎年 2回会長がこれを招集する。

ただし、会長が必要と認めた場合、又は理事

現在数の 3分の 1以上から会議の目的たる

事項を示して請求のあった場合には、会長は、

臨時の理事会を招集しなければならない。

2。 常任評議員は、理事会に出席し、意見を述べ

ることができる。

3.理事会の議長は、会長とする。

第27条 通常総会は、毎年一回、会計年度終了後 2ヶ

月以内に会長がこれを招集する。

2。 臨時総会は、会長、理事会または監事が必要

と認めたとき、いつでもこれを招集すること

ができる。

第36条 総会および理事会の議事録は、議長がこれを

作成し、議長および出席代表者 2名以上が署

名捺印のうえこれを保存する。

本会の資産は、次のとおりとする。

別紙財産目録記載の財産

入会金および会費

事業に伴う収入

資産から生ずる果実

寄附金品

その他の収入

第37条

1。

2。

3。

4。

5.

6。

期を経過した後でなければならない。

2。 補欠または増員により選挙された役員およ

び評議員の任期は、前任者または現任者の残

任期間とする。

3.役員および評議員は、その任期満了後であっ

ても、後任者が就任するまでは、その職務を

行う。

4。 役員および評議員は、本会の役員および評議

員としてふさわしくない行為のあった場合、

または特別の事情で、その任に耐えないと認

められた場合、その任期中であっても、総会

および理事会の議決によって、会長がこれを

解任することができる。この場合、その役員

および評議員に対し、決議の前に弁明の機会

を与えなければならない。

第22条 本会の事務処理のため、事務局および主事、

書記等の職員をおくことができる。

2.職員は、会長がこれを任免する。

3。 職員は有給とする。

理事会は、毎年 2回以上、会長がこれを招集

する。ただし、会長が必要と認めた場合、ま

たは理事現在数の 3分の 1以上から会議の

目的たる事項を示 して請求のあった場合に

は、会長は臨時の理事会を招集しなければな

らない。

常任評議員は、理事会に出席し、意見を述べ

ることができる。

理事会の議長は、会長とする。

本会の資産は、次のとおりとする。

別紙財産目録記載の財産

入会金および会費

事業に伴う収入

資産から生ずる収入

寄附金品

その他の収入

第23条

2

3

第37条

1

2

3

4

5

6

第27条 通常総会は、毎年一回以上、会長がこれを招

集する。

2。 臨時総会は、会長、理事会または監事が必要

と認めたとき、いつでもこれを招集すること

ができる。

第36条 総会および理事会の議事録は、議長がこれを

作成し、議長および当該会議において選任さ

れた出席代表者 2名以上が署名捺印のうえ、

これを保存する。

m12
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第40条 本会の基本財産は、消費しまたは担保に供し

てはならない。ただし、本会の事業遂行上や

むを得ない理由があるときは、理事会および

総会の議決を経、かつ文部大臣の承認を受け

てその一部に限り処分し、または担保にする

ことができる。

第41条 本会の事業遂行に要する費用は会費、事業に

伴う収支および資産から生ずる果実等の運

用財産をもって支弁する。

第42条 本会の事業計画およびこれに伴う収支予算は、

毎会計年度開始前に会長が編成し、理事会の

議決を経て文部大臣に届け出なければなら

ない。事業計画および収支予算を変更した場

合も同様とする。

第43条 本会の収支決算は毎会計年度終了後 2ヶ 月以

内に会長がこれを作成し、財産目録、事業報

告書および会員の移動状況書とともに、監事

の意見を附して理事会および総会の承認を

受けて文部大臣に報告しなければならない。

2.本会の収支予算に剰余金があるときは、理事

会の議決および総会の承認を受けて、その一

部もしくは全部を基本財産に編入し、また翌

年度に繰り越すものとする。

第44条 収支予算で定めるものを除くほか、新たに義

務の負担をし、または権利の放棄をしようと

するときは、理事会および総会の決議を経、

かつ、文部大臣の承認を受けなければならな

い。借入金 (そ の会計年度内の収入をもって

償還する一時借入金を除く)についても同様

とする。

第46条 本定款は、理事会および総会においておのお

のの出席者の 4分の 3以上の議決を経、かつ、

文部大臣の認可を受けなければ変更するこ

とが出来ない。

第47条 本会の解散は、理事会および総会においてお

のおのの出席者の 4分の 3以上の議決を経、

かつ、文部大臣の認可を受けなければならな

い 。

第48条 本会の解散に伴う残余財産は、理事会および

総会においておのおのの出席者の 4分の 3

第40条 本会の基本財産は、消費しまたは担保に供し

てはならない。ただし、本会の事業遂行上や

むを得ない理由があるときは、理事会および

総会の議決を経、かつ、文部科学大臣の承認

を受けてその一部に限り処分し、または担保

にすることができる。

第41条 本会の事業遂行に要する費用は、会費、事業に

伴う収支および資産から生ずる収入等の運

用財産をもって支弁する。

第42条 本会の事業計画およびこれに伴う収支予算は、

毎事業年度開始前に会長が編成し、理事会お

よび総会の議決を経て文部科学大臣に届け

出なければならない。事業計画および収支予

算を変更した場合も同様とする。

第43条

2。

本会の収支決算は、会長が作成し、財産目録、

貸借対照表、事業報告書および正味財産増減

計算書ならびに会員の移動状況書とともに、

監事の意見を附し、理事会および総会の承認

を受けて、毎事業年度終了後 3ヶ 月以内に文

部科学大臣に報告しなければならない。

本会の収支決算に収支差額があるときは、理

事会の議決および総会の承認を受けて、その

一部もしくは全部を基本財産に編入し、また

は翌年度に繰り越すものとする。

第44条 収支予算で定めるものを除くほか、新たに義

務の負担をし、または権利の放棄をしようと

するときは、理事会および総会の決議を経、

かつ、文部科学大臣の承認を受けなければな

らない。借入金 (そ の事業年度内の収入をも

って償還する一時借入金を除く。)について

も同様とする。

第45条 本会の事業年度は、毎年 4月 1日 に始まり、

翌年 3月 31日 に終わる。

第47条 本会の解散は、理事会および総会において、

理事現在数および会員現在数の各々の 4分
の 3以上の議決を経、かつ、文部科学大臣の

認可を受けなければならない。

第48条 本会の解散に伴う残余財産は、理事会および

総会において、理事現在数および会員現在数

轟 13

第45条 本会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始まり、

翌年 3月 31日 に終わる。

第46条 本定款は、理事会および総会において、理事

現在数および会員現在数の各々の 4分の 3

以上の議決を経、かつ、文部科学大臣の認可

を受けなければ変更することができない。



以上の議決を経、かつ、文部大臣の認可を受

けて、本会の目的に類似の目的を有する公益

事業に寄付するものとする。

第49条 この定款施行についての細則は、理事会およ

び総会の決議を経て別に定める。

第50条 この定款は平成 8年 4月 11日 より実施するも

のとする。

の各々の4分の3以上の議決を経、かつ、文

部科学大臣の認可を受けて、本会の目的に類

似の目的を有する公益法人に寄付するもの

とする。

第49条 本会の事務所に、次の書類および帳簿を備え

なければならない。ただし、他の法令により、

これに代わる書類および帳簿を備えたとき

は、この限りではない。

(1)定款

(2)会員の名簿

(3)役員およびその他職員の名簿および履歴書

(4)財産目録

(5)資産台帳および負債台帳

(6)収入支出に関する帳簿および証拠書類

(7)理事会および総会の議事に関する書類

(8)庶務日誌

(9)官公署往復書類

⑩その他、必要な書類および帳簿

前項の書類および帳簿は、閲覧の請求があっ

た場合には、原則として、これを閲覧させな

ければならない。

第 1項第 1号から第 5号 まで書類および同

項第 7号の書類は永年、同項第 6号の帳簿お

よび書類は10年以上、同項第 8号から第10号

までの書類および帳簿は 1年以上保存 しな

ければならない。

第49条の 2 この定款施行についての細則は、理事会

および総会の決議を経て別に定める。

第50条 この定款は、平成  年 月 日より実施す

るものとする。

山 734-2006・ 7020(第 二種郵便物認可)

(改正理由)

第13条…平成17年度より実施している組織改革において、「理事会」を業務執行に関する意思決定機関、「委員

会」を事業実施機関と位置づけたことに伴い、理事は委員会の委員長を兼任しないこととしたことお

よび本会運営にかかる意思決定の迅速化を図るため、理事会定数を減員することとしたい。

第14条、第15条、第23条、第27条、第42条及び第43条…

平成16年12月 14日 に実施された文部科学省による実施検査における指摘によるものおよび現状と異な

る点を是正したもの。

第12条、第20条、第22条、第36条、第37条、第40条、第41条、第44条、第45条、第46条、第47条および第48条

…平成18年 4月 29日 の文部科学省の変更指摘によるもの。

第49条…本会定款に書類および帳簿の備付等ならびに情報公開に関する規定がなく、平成18年 4月 29日 、文部

科学省より追加規定するよう指摘があったもの。

第49条の 2…第49条に書類および帳簿の備付等に関する規定を追加したため、現行の第49条を第49条の2と し

た。

第50条…本件定款の一部変更について、文部科学大臣の認可のあった日より実施することとしたもの。

菫 14
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エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
、
５
月
の
驚
き
の
山

―

１
２
０
０
６
年
プ
レ

ｏ
モ
ン
ス
ー
ン
の
記
録
か
ら

い
つ
の
世
も
そ
こ
に
生
き
る
人
々
に

と
っ
て
は

「初
め
て
」
の
体
験
と
刺
激

に
溢
れ
て
い
る
。
私
た
ち
の
生
き
て
き

た
二
十
世
紀
、
二
十

一
世
紀
は
な
か
で

も
驚
き
に
満
ち
た
時
代
で
あ
る
と
思
う
。

言
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
だ
が
、
登
山

史
の
世
界
で
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
、
と

り
わ
け
世
界
最
高
峰
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

が
い
つ
登
ら
れ
る
か
、
が
二
十
世
紀
に

生
ま
れ
た
山
好
き
た
ち
の
関
心
の
的
だ

っ
た
。
１
９
２
４
年
に
は
ジ

ョ
ー
ジ

・

リ
ー

・
マ
ロ
リ
ー
が
ア
ー
ビ
ン
と
行
方

を
絶
つ
劇
的
な
遭
難
が
起
こ
り
、
そ
の

２９
年
後
、
英
国
隊
の
エ
ド
マ
ン
ド

・
ヒ

ラ
リ
ー
と
テ
ン
ジ
ン

・
ノ
ル
ゲ
イ
が
人

類
初
め
て
頂
上
に
立

っ
た
。

１４
座
の
８

０
０
０
ｂ
川峰
も
１
９
６
０
年
ま
で
に
登

ら
れ
、
そ
の
後
は
新
ル
ー
ト
、
直
登
、

縦
走
、
無
酸
素
、
単
独
、
短
時
間
な
ど

な
ど
高
峰
を
め
ぐ
る
挑
戦
が
続
い
た
。

あ
る
日
、
世
界
は
気
が
つ
い
た
。

「地
球
で

一
番
高
い
山
に
た
く
さ
ん
の

人
が
登

っ
て
い
る
」
と
。

江
本
嘉
伸

余
裕
の
あ
る
登
山
者
が
項
上
付
近
で

撮

っ
た
写
真
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
５
月

の
あ
る
晴
れ
た
日
に
、
南
の
ネ
パ
ー
ル

側
も
北
の
中
国

・
チ
ベ
ッ
ト
側
の
ル
ー

ト
も
、
項
上
を
目
指
し
て
登
山
者
の
列

が
で
き
て
い
る
。
天
気
の
い
い
日
は
限

ら
れ
て
い
る
の
で
、
同
じ
日
に
項
上
を

ね
ら
う
人
々
が
集
中
す
る
の
だ
。

こ
れ
は
、
登
山
史
で
は
想
像
で
き
な

い
情
景
だ

っ
た
。

商
業
公
募
登
山
隊
と
い
う
、
シ
ス
テ

ム
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
お
か
げ
で
あ
る
。

こ
の
会
報
で
１
９
８
５
年
か
ら
２
０

０
５
年
ま
で
２０
年
に
わ
た
り
毎
月

「海

外
の
山
」
と
い
う
連
載
コ
ラ
ム
を
書
か

せ
て
も
ら
っ
て
い
た
な
か
で
、
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
登
項
者
数
の
増
加
に
問
抜
け
な

ほ
ど
驚
き
続
け
て
い
る
自
分
に
、
今
で

も
呆
れ
る
。

「延
べ
２
０
１
人
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登

項
」
を
書
い
て
驚
い
た
の
は
１
９
８
５

年
１２
月
号
で
あ
る
。
最
初
の
１
０
０
人

が
登
る
ま
で
初
登
項
以
来
、
そ
れ
で
も

２６
年
か
か
っ
た
。次
の
１
０
０
人
は
「わ

ず
か
６
年
」
で
実
現
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
へ
の
驚
き
を
書
い
た
。

１
９
９
３
年
３
月
号
の
会
報
で
は

「ま
さ
か
の
登
項
５
０
０
人
」
と
書
い
た
。

そ
の
な
か
で
１
９
９
２
年
１
年
で
何
人

が
登
項
し
た
か
知

っ
て
い
ま
す
か
？

と
質
問
し
た
。

答
え
は
、
春
に
ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
５５

人
、
チ
ベ
ッ
ト
側
か
ら
３
人
、
秋
に
ネ

パ
ー
ル
側
か
ら
３２
人
の
計
９０
人
で
あ
る
。

で
は
、
聞
き
ま
す
。
２
０
０
６
年
５

月
、
何
人
ぐ
ら
い
の
人
間
が
エ
ヴ
ェ
レ

ス
ト
に
立

っ
た
と
思
い
ま
す
か
？

５
０
０
名
近
く
が
登
項
し
た
。
「ま
さ

に
ま
さ
か
の
登
項
５
０
０
名
」
だ
。
三

浦
雄

一
郎
さ
ん
の
最
高
齢
記
録
を
３
日両足義足でチョモランマに挑んだマーク・イングリス

破

っ
た
７３
歳
の
元
気
な
日
本
人
、
荒
山

孝
郎
さ
ん
を
含
め
て
日
本
人
の
登
項
者

も
８
人
を
数
え
、
こ
れ
で
１
３
３
人
と

な

っ
た
。

こ
れ
だ
け
の
人
が
登
れ
ば
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
起
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
最
悪

は
遭
難
死
だ
。
多
く
の
登
項
成
功
の
報

の
影
で
１
９
９
６
年
の
悲
劇
以
来
の
深

刻
な
遭
難
が
次
々
に
起
き
た
。

５
月
１７
日

「両
足
義
足
で
最
高
峰

Ｎ

Ｚ
登
山
家
、
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
制
覇
」
と

い
う
記
事
が
朝
日
新
間
に
載

っ
た
。
マ

ー
ク

・
イ
ン
グ
リ
ス
と
い
う
４７
歳
の
男

性
で
、
も
と
も
と
登
山
家
だ
。
山
岳
救

助

ｏ
ガ
イ
ド
と
し
て
働
い
て
い
た
８２
年
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
最
高
峰
、
ク
ッ

ク
山
に
吹
雪
で
２
週
間
閉
じ
込
め
ら
れ

凍
傷
で
両
足
を
切
断
す
る
と
い
う
悲
劇

に
見
舞
わ
れ
た
。
し
か
し
、
不
屈
の
精

神
で
再
起
し
、
今
回
、
公
募
登
山
隊
に

加
わ

っ
て
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
挑
戦
、
み

ご
と
５
月
１５
日
登
頂
し
た
、
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
は
す
で
に
盲
目
の

登
山
者
も
登

っ
て
い
る
し
、
障
害
を
持

つ
人
た
ち
の
挑
戦
は
こ
れ
ま
で
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
足
が
な
い
人
の
登
項
な

の
だ
。
私
は
１
０
０
キ

ロ
マ
ラ
ソ
ン
で
、

し
ば
し
ば
抜
か
れ
る
義
足
の
ラ
ン
ナ
ー

壼 15
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マナスル登頂50年に関する催物について

マナスル登頂50年を記念し、会としてはすでに2月 に「THEマ
ナスルの会」を開催しましたが、ひき続き次の催しを予定。

1。 日本 。ネパール国交樹立50周年記念協力会主催の催しに家加
0会名…JN50 ネパール展 ヒマラヤとブッダの故郷
・会場…秋葉コンベンションホール
・主催…日本ネパール国交樹立50周年協力会
・協賛…日本ネパール協会・日本山岳会 他
・会期…2006年 9月 16日 ～18日  (16日 は12時開場)

・入場料・大人1300円、子供700円

・山岳会としては日本とネパールの国交がマナスル登山を契

機として拓かれた事をふまえ、会場にマナスル登山の内容

を展示するかたちで参加します。

2。 カトマンズでのマナスル登頂■年祝典参加と記念ツアー

・5月 に多くの会員に参加の申し込みをいただきながら、ネ
パールの政情不安のため中止となっていたマナスル登項50

年祝典参加と記念ツアーを、12月 11日 にカトマンズにおい

て行なう旨、ネパール山岳会より連絡がありました。

前回と同じツアー (お りこみチラシ参照)を企画、募集し、

式典に参加します。
マナスル委員会 田邊 壽

の
軽
快
な
走
り
を
思
い
出
し
た
。

１０
日
後
、
イ
ン
グ
リ
ス
は

「英
雄
失

格
？

」
の
見
出
し
で
再
び
朝
日
新
間
に

登
場
し
た
。

「項
上
付
近
で
遭
難
し
た
男
性
を
救
助

せ
ず
登
項
を
優
先
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
」
問
題
と
な
っ
た
と
い
う
。
「男
性

救
助
せ
ず
登
山
続
け
る
　
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
登
項
め
ぐ
り
議
論
」
（共
同
通
信
）
「遭

難
者
助
け
ず
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
制
覇
＝
Ｎ

Ｚ
の
登
山
者
に
批
判
」
（時
事
通
信
）
と
、

一
斉
に
配
信
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ

ビ
番
組
で
も
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
大
き
く

扱

っ
て
い
た
。

う
―
む
。
９
０
０
０
際
川
近
く
の
高
さ

で
人
を
助
け
る
な
ん
て
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
に
。

「見
捨
て
ら
れ
た
」
登
山
者
は
イ
ギ
リ

ス
の
デ
イ
ビ
ッ
ド

ｏ
シ
ャ
ー
プ

（３４
）
。

ア
ジ
ア
ン

・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
公
募
登

山
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
５
月
１５
日
、

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
登
項
し
た
。
し
か
し
、

下
山
途
中
８
５
０
０
ｂ
川付
近
で
動
け
な

く
な
っ
た
。
こ
の
日
は
４０
名
を
超
え
る

人
々
が
山
頂
に
達
し
て
い
る
。
シ
ャ
ー

プ
の
こ
と
を
皆
気
づ
い
た
は
ず
だ
が
、

彼
を
見
て
皆
が
何
を
し
た
か
、
今
の
と

こ
ろ
具
体
的
に
は
わ
か
ら
な
い
。
と
も

か
く
誰
も
助
け
な
か
っ
た
ら
し
い
。
義

足
で
登

っ
た
イ
ン
グ
リ
ス
が
登
項
を
報

告
す
る
な
か
で
正
直
に
こ
の
こ
と
を
伝

え
た
の
だ
が
、
彼
を
英
雄
扱
い
し
た
メ

デ
ィ
ア
は

一
瞬
に
し
て

「非
人
道
的
」

と
非
難
に
ま
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

公
募
登
山
隊
と
い
っ
て
も
、
い
ま
で

は
い
ろ
い
る
あ
る
。
「７
サ
ミ
ッ
ツ
ク
ラ

ブ
公
募
隊
」
の
ロ
シ
ア
人
、
イ
ゴ
ー
ル
・

プ
リ
ュ
シ
キ
ン

（５４
）
は
２１
日
に
８
７

０
０
際
川
で
断
念
、
下
山
中
に
呼
吸
困
難

を
訴
え
、
間
も
な
く
死
亡
し
た
。
ド
イ

ツ
の
ト
ー
マ
ス

・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、

２５

日
に
Ｃ
３
を
発
ち
、
項
上
へ
向
か
っ
た
。

だ
が
、
そ
の
手
前
５０
際
川
で
ま
っ
た
く
目

が
見
え
な
く
な
っ
た
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は

仲
間
と
シ
ェ
ル
パ
た
ち
に
付
き
添
わ
れ

て
セ
カ
ン
ド

ｏ
ス
テ
ッ
プ

（８
７
０
０

鮮
）
ま
で
下
り
た
が
そ
こ
で
動
け
な
く

な
り
、
死
亡
し
た
。

少
な
く
と
も
１０
人
の
登
山
者
が
こ
の

５
月
、
帰
ら
な
か
っ
た
。

「登
項
成
功
」
の
朗
報
の
陰
で
、
混
み

合
う
登
項
ル
ー
ト
の
あ
ち
こ
ち
に
、
遺

体
が
残
さ
れ
て
い
る
、
と
言
い
た
く
な

る
ほ
ど
の
厳
し
い
現
状
な
の
だ
が
、
時

に
別
の
ド
ラ
マ
も
生
じ
る
。

リ
ン
カ
ー
ン

・
ホ
ー
ル
と
い
え
ば
、

８４
年
、
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
北
壁
の
グ
レ
ー

ト
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を
初
登
し
た
オ
ー
ス

ト
リ
ア
隊
の
メ
ン
バ
ー
だ
が
、
今
回
は

「７
サ
ミ
ッ
ツ
」
隊
に
ガ
イ
ド
格
と
し
て

参
加
、
５
月
２５
日
、
登
頂
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
三
角
雪
田
を
下

っ
た
と
こ
ろ
で

動
け
な
く
な
っ
た
。

シ
ェ
ル
パ
た
ち
は
７
時
間
も
付
き
添

っ
て
励
ま
し
た
が
反
応
な
く

「ホ
ー
ル

死
す
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
に
発
信
さ

れ
た
。
そ
の
ホ
ー
ル
が
翌
２６
日
、
ほ
か

の
隊
の
メ
ン
バ
ー
に
生
き
て
確
認
さ
れ
、

な
ん
と
無
事
下
山
で
き
た
の
だ
っ
た
。

「見
捨
て
ら
れ
た
」
登
山
者
と

「助
け

ら
れ
た
」
生
還
者
。
こ
れ
ら
の
出
来
事

を
含
め
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
山
は
、
モ

ラ
リ
ス
ト
た
ち
の
議
論
の
場
と
も
な
っ

た
。ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ
や
東
京
で
の

一
般
常
識
が
、
９
０
０
０
い
川
の
高
み
で

も
幅
を
き
か
せ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
は
、
こ
の
よ
う
に

「５
月
の
驚
き
の
山
」
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
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秋
田
支
部

支
部

だ
よ
り

第
２３
回
東
北
・北
海
道
地
区
集
会

―
秋
田
大
会
―

第
２３
回
東
北

・
北
海
道
地
区
集
会
は
、

６
月
３
～
４
日
、
秋
田
県
大
仙
市
田
沢

乳
頭
温
泉
郷

・
鶴
の
湯
温
泉
で
開
催
さ

れ
た
。
東
北

。
北
海
道
は
も
と
よ
り
、

遠
く
福
岡
や
広
島
、
そ
れ
に
秋
田
支
部

友
と
し
て
韓
国
山
岳
会
同
友
会
の
李
載

洪
夫
妻
、
同
慶
南
支
部
申
在
鏑
夫
妻
ら

９２
名
の
参
加
が
あ

っ
た
。

鶴
の
湯
温
泉
は
、
秘
湯
と
し
て
全
国

的
に
有
名
で
い
つ
も
満
員
で
あ
る
。
し

か
し
、
社
長
で
も
あ
る
佐
藤
和
志
会
員

の
好
意
に
よ
り
、
１
年
前
か
ら
予
約
を

し
て
大
会
に
備
え
た
。
さ
ら
に
は
、
山

菜
の
季
節
に
山
の
幸
を
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、
開
催
時
期
を

６
月
に
し
た
。

鶴
の
湯
温
泉
別
館

「山
の
家
」
で
行

な
わ
れ
た
集
会
に
は
、
秋
田
な
ら
で
は

の
催
し
物
と
し
て
、
「田
沢
の
昔

っ
こ
を

語
る
会
」
の
語
り
部
に
よ
る
民
話

「辰

子
姫
伝
説
」
や
、
「臼
に
な
っ
た
お
ば
こ

（娘
）」
、
「猿
ア
ン
コ

（若
者
）」
の
話
を

方
言
で
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
遠
方
の

方
々
を
気
遣

っ
て
か
、
標
準
語
に
近
か

っ
た
が
、
こ
の
土
地
に
伝
わ
る
話
は
面

白
か
っ
た
。

続
い
て
開
か
れ
た
支
部
会
議
で
は
、

次
年
度
の
開
催
支
部
等
が
検
討
さ
れ
、

１９
年
度
は
山
形
支
部
、

２０
年
度
は
設
立

５０
周
年
と
な
る
宮
城
支
部
が
担
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

集
会
後
、
露
天
風
呂
に
入
る
方
、
自

家
発
電
用
の
水
車
や
、
か
や
ぶ
き
屋
根

本
陣
の
風
情
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
る

人
た
ち
も
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
鶴
の
湯
を

楽
し
ん
で
い
た
。

懇
親
会
は
、

１８
時
か
ら
行
な
わ
れ
、

佐
々
木
秋
田
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
広

島
か
ら
参
加
し
た
本
片
山
永
年
会
員
の

乾
杯
で
始
ま
っ
た
。

会
場
は
日
本
間
、
昔
な
が
ら
の
お
膳

が
な
ら
び
、
イ
ワ
ナ
や
わ
ら
び
、
た
け

の
こ
、
う
ど
な
ど
の
山
菜
料
理
を
楽
し

み
、
鶴
の
湯
名
物
の
や
ま
い
も
鍋
に
舌

つ
づ
み
を
う
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

各
支
部
か
ら
差
し
入
れ
の
、
お
国
自
慢

の
銘
柄
の
美
酒
も
ご
馳
走
に
な
っ
た
。

宴
た
け
な
わ
で
あ
っ
た
が
、
長
岩
秋
田

支
部
顧
間
の
御
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
次

回
開
催
支
部
の
今
野
山
形
副
支
部
長
の

乾
杯
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

４
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
駒
ヶ
岳
班
、

乳
頭
山
班
、
観
光
班
、
八
幡
平
班
の
４

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
懇
親
を
深
め
て
い

た
だ
い
た
。
駒
ヶ
岳
班
、
乳
頭
山
班
、

八
幡
平
班
も
、
山
頂
か
ら
奥
羽
の
山
々

を
充
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と

と
思
う
。
観
光
班
は
、
佐
藤

（鶴
の
湯

社
長
）
会
員
の
案
内
で
、
潟
前
公
園
展

望
台
か
ら
、
田
沢
湖
や
駒
ヶ
岳
、
乳
頭

山
の
雄
姿
を
眺
め
て
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
は
角
館
武
家
屋
敷
等
を
見
学
し
た
。

本
年
は
異
常
気
象
の
大
雪
で
あ
り
、

週
末
に
は
必
ず
雨
が
降
る
と
い
う
現
象

も
あ
り
、
天
候
に
は
や
き
も
き
さ
せ
ら

れ
た
。
ま
た
、
登
山
道
の
状
況
把
握
に

苦
心
し
た
。
事
前
調
査
登
山
は
も
ち
ろ

ん
、
行
政
に
も
問
い
合
わ
せ
を
行
な
い
、

駒
ケ
岳
山
開
き
に
も
参
加
す
る
な
ど
し

て
、
状
況
の
把
握
に
努
め
た
。

参
加
会
員
の
ご
協
力
の
も
と
、
事
故

も
無
く
終
了
し
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

（鈴
木
裕
子
）

全国各地の支部から、

それぞれの活動状況を、

北から南へとリポー ト

します。

お膳に並ぶ山菜料理と美酒に舌つづみをうつ参加者

%〕ざ3LASTRIK
個人手配旅行から人気の トレックッアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実
度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取
り扱っています。お気軽にご連絡 ください。

彗荘アトラストレック
(国 土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒Ю閲Ⅲ8東京都新宿区三栄町25三栄ハウス202 TEL03‐334‖ 030

大阪/〒 54Ю012大阪市中央区谷町3-4-5中央谷町ビル501号  TEL OG694‖ 111

名古屋/〒 4制Ю田7名古屋区千穂区東山通り5-113オークラビル6F TEL 052‐78&2422
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■
脳
聞

■

月
山
春
山
山
行

５
月
２１
日
、
月
山
春
山
山
行
を
行
な

っ
た
。
前
日
ま
で
低
気
圧
の
天
候
が
続

き
、
当
日
の
山
行
が
危
ぶ
ま
れ
た
。
し

か
し
、
予
想
に
反
し
て
朝
か
ら
見
事
な

快
晴
に
恵
ま
れ
、
心
の
は
ず
む
山
行
と

な
っ
た
。
７
時
３０
分
、
気
温
８
度
、
ま

だ
雪
の
回
廊
の
残
る
肌
寒
い
月
山
の
登

山
口
、
姥
沢
駐
車
場
に
集
合
。
メ
ン
バ

１
７
名
は
、
８
時
３０
分
に
装
備
を
整
え

て
出
発
し
た
。

今
年
の
冬
は
近
年
に
な
い
豪
雪
の
た

め
、
山
は
例
年
よ
り
１０
日
余
り
春
が
遅

く
、
里
の
桜
は
と
う
に
葉
桜
と
な
っ
た

の
に
、
月
山
は
ま
だ
ま
だ
春
遠
く
、
残

雪
が
３
～
４
際
川
も
あ
る
。
ブ
ナ
の
木
々

の
芽
は
固
く
、
芽
吹
き
の
春
は
ま
だ
先

の
よ
う
で
あ
る
。

リ
フ
ト
を
降
り
て
か
ら
、
本
格
的
な

山
に
入
る
。
ア
イ
ゼ
ン
を
装
着
し
、
姥

ケ
岳
の
中
腹
を
巻
き
、
雪
の
急
斜
面
を

ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、
湯
殿
山
分
岐
に
至

る
。
残
雪
を
か
む
ア
イ
ゼ
ン
の
音
が
快

適
で
あ
る
。

時
々
、
湧
き
上
が
り
、
時
に
は
う
ず

巻
く
ガ
ス
の
晴
れ
間
に
、
残
雪
を
い
だ

い
た
主
峰
月
山
が
、
素
晴
ら
し
い
眺
望

大パノラマの月山項上で

と
な
っ
て
眼
前
に
せ
ま
る
。

残
雪
は
、
月
山
山
項
直
下
ま
で
続
い

た
。

１０
時
過
ぎ
山
項
に
到
着
。
山
頂
で

は
ガ
ス
も
晴
れ
、
残
雪
に
光
り
輝
く
朝

日
連
峰
、
葉
山
の
山
々
や
庄
内
平
野
が

大
パ
ノ
ラ
マ
と
な
り
、
眼
下
に
広
が
っ

て
い
る
。
し
ば
し
、
山
ヤ
冥
利
に
ひ
た

っ
た
。
姥
ケ
岳
は
、
日
曜
日
と
好
天
が

重
な
り
、
ま
た
、
ス
キ
ー
の
競
技
会
も

あ
っ
て
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

１４
時
頃
、
下
山
を
終
え
た
。
下
山
後
、

姥
沢
駐
車
場
で
、
は
る
か
遠
く
白
く
輝

く
月
山
の
山
を
望
み
な
が
ら
、
庄
内
地

区
会
員
の
持
参
し
た
湯
田
川
名
産
の

「孟
宗
汁
」
の
鍋
を
囲
ん
で
、
山
談
議
に

花
を
咲
か
せ
た
。

１５
時
、
次
回
山
行
を

約
束
し
解
散
し
た
。
　

　

（今
野
秀
穂
）

■
四
Ｈ聞
一

５
支
部
含
同
懇
親
山
行

―
福
地
山
―

富
山
、
石
川
、
福
井
の
北
陸
３
支
部

は
毎
年
交
流
山
行
を
し
て
き
た
。
ま
た
、

京
都
と
岐
阜
は
共
に
今
西
錦
司
さ
ん
が

設
立
し
た
兄
弟
支
部
と
い
う
こ
と
で
、

交
流
し
て
い
た
。
両
方
が

一
緒
に
な
り

「日
本
真
ん
中
５
支
部
」
と
し
て
交
流
山

行
を
始
め
た
の
が
６
年
前
で
あ
る
。
早

い
も
の
で
２
巡
目
に
入
り
、
最
初
に
担

当
し
た
当
支
部
が
、
今
年
、
２
回
目
の

お
世
話
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

５
月
２７
～
２８
日
、
合
併
に
よ
り
高
山

市
と
な
っ
た
奥
飛
騨
温
泉
郷
の
新
平
湯

温
泉
に
宿
を
取
り
、
翌
日
は
北
ア
ル
プ

ス
の
展
望
台
と
し
て
登
山
道
が
開
設
さ

れ
た
福
地
山
に
登

っ
た
。
参
加
人
員
は

５７
名
。

懇
親
会
で
は
、
早
田
岐
阜
支
部
長
の

歓
迎
の
言
葉
の
後
、
各
支
部
の
挨
拶
と

メ
ン
バ
ー
紹
介
。
乾
杯
は
、
岐
阜
支
部

の
高
木
碕
男
名
誉
会
員
。
賑
や
か
な
酒

宴
は
、
次
回
担
当
の
福
井
支
部
宮
本
支

部
長
の
予
告
で
締
め
と
な
っ
た
。

翌
朝
、
天
気
予
報
は
芳
し
く
な
か
っ

た
が
登
山
決
行
。
宿
か
ら
１０
分
程
の
登

山
口
に
集
合
。
そ
の
時
、
い
き
な
リ
ザ

ザ
ー
ッ
と
雨
が
き
た
。
し
か
し
、
傘
を

さ
し
な
が
ら
で
も
充
分
歩
け
る
幅
の
登

山
道
な
の
で
、
各
自
そ
れ
な
り
の
装
備

を
し
て
登
り
出
す
。
そ
の
う
ち
雨
も
小

降
り
に
な
る
が
、
雲
は
な
か
な
か
上
が

ら
な
い
。
展
望
が
き
か
な
い
な
か
、
第

１
展
望
台
、
憮
然
平
、
第
３
展
望
台
と

進
み
、
２
時
間
少
々
で
項
上
に
着
い
た
。

そ
の
後
、
雨
は
完
全
に
あ
が
り
、
よ

う
や
く
北
方
笠
ヶ
岳
の
前
衛
峰
、
大
木

場
ノ
辻
が
全
貌
を
現
わ
す
。
け
れ
ど
も
、

槍

ｏ
穂
高
連
峰
や
焼
岳
の
方
面
は
ど
う

し
て
も
雲
が
切
れ
な
い
。
諦
め
て
大
木

場
ノ
辻
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
を
撮
り
、

下
山
に
か
か
る
。

下
山
後
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
、

帰
途
に
つ
い
た
。
　

　

　

（堀

義
博
）

福地山山項にて大木場ノ辻をバックに
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東
海
支
部

通
常
総
会
開
催

５
月
１３
日
、
東
海
支
部
通
常
総
会
を

Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル
２
階
講
堂
で
開
催
し
た
。

今
年
の
総
会
に
は
、
本
部
よ
り
吉
永
英

明
常
務
理
事

（総
務
担
当
）
と
、
石
川

富
康
愛
知
県
岳
連
会
長
を
来
賓
と
し
て

お
招
き
し
た
。

司
会
を
佐
野
総
務
委
員
長
、
開
会
の

辞
を
和
田
副
支
部
長
が
行
な
い
、
総
会

を
開
始
し
た
。
最
初
に
寺
西
支
部
長
が

１７
年
度
を
振
り
返
り
、
日
本
山
岳
会
１

０
０
周
年
記
念
事
業
で
東
海
支
部
に
お

い
て
は
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
、
台

湾
玉
山
登
山
隊
、
１
０
０
山
ラ
リ
ー
、

中
央
分
水
嶺
踏
査
、
な
ど
の
協
賛
事
業

が
行
な
わ
れ
、
そ
の
中
で
の
会
員
の
活

発
な
活
動
実
績
を
紹
介
し
た
。
続
い
て
、

今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
な

っ
た
。　
一
つ
は
、
毎
年
東
京
で
行
な
わ

れ
て
い
た
年
次
晩
餐
会
を
初
め
て
地
方

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
東
海
支
部
が

担
当
し
て
名
古
屋
で
行
な
う
こ
と
。
も

う

一
つ
は
、
冬
期
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
に
３

度
日
の
挑
戦
を
す
る
計
画
に
つ
い
て
で

あ
る
。

来
賓
の
紹
介
後
、
寺
西
支
部
長
に
議

長
を
委
嘱
し
議
事
に
入
っ
た
。

平
成
１７
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報

告
、
会
計
監
査
報
告
の
後
、
拍
手
を
も

っ
て
承
認
可
決
さ
れ
た
。

引
き
続
き
平
成
１８
年
度
役
員
の
改
選
、

事
業
計
画
、
予
算
案
の
審
議
に
入
り
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
た
が
、

こ
れ
も
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
今

年
度
は
支
部
長
の
改
選
期
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
寺
西
支
部
長
が
退
任
し
、
新

支
部
長
に
和
田
豊
司
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

副
支
部
長
に
は
、
橋
村

一
豊
氏
と
小
川

務
氏
が
新
た
に
選
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

１８
年
１２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ロ
ー
ツ

ェ
南
壁
登
山
隊
の
計
画
に
つ
い
て
田
辺

隊
長
か
ら
の
報
告
、
続
い
て
和
田
新
支

部
長
か
ら
今
後
の
運
営
方
針
を
中
心
に

就
任
挨
拶
が
あ
り
、
議
事
は
無
事
終
了

し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
吉
永
常
務
理
事
よ

り

「最
近
の
日
本
山
岳
会
を
取
り
巻
く

情
勢
」
と
題
し
て
特
別
講
話
が
行
な
わ

れ
た
。
そ
の
中
で
、
文
部
科
学
省
の
社

団
法
人
に
対
す
る
指
導
が
厳
し
く
な
り

対
応
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
２
０

０
８
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
公
益
法

人
改
革
で
は
公
益
性
が
認
定
さ
れ
な
け

れ
ば
税
制
優
遇
な
ど
が
認
め
ら
れ
ず
、

日
本
山
岳
会
の
存
立
意
義
が
問
題
に
な

る
な
ど
厳
し
い
情
勢
で
あ
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

１９
時
よ
り
、
地
下
の
支
部
ル
ー
ム
に

場
所
を
移
し
、
総
務
委
員
会
担
当
の
懇

親
会
と
な
っ
た
。

佐
野
総
務
委
員
長
の
司
会
で
、
和
田

新
支
部
長
挨
拶
に
続
き
、
石
川
富
康
県

岳
連
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が

始
ま
り
、
新
執
行
部
の
メ
ン
バ
ー
や
来

賓
の
吉
永
常
務
理
事
を
囲
ん
で
の
和
気

藷
々
の
ム
ー
ド
の
中
で
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

２０
時
３０
分
、
小
川
副
支
部
長
の
中
締

め
の
挨
拶
と
、
尾
上
昇
万
歳
会
会
長
の

指
導
の
も
と
で
の
万
歳
三
唱
で
散
会
と

な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
（佐
野
忠
則
）

日本全国4000山の情報を網羅 :

日本山岳誌
日本山岳会・責任編集  日本山岳会創立百周年記念出版

菊判(1992頁 )上製/ク ロス装/カ バー掛け/函入り定価18,900円 (税込)

一
新刊 好評発売中 !!―

富山湾岸からの北アルプス
佐伯邦夫著/四六判272頁/定価 1,995円 (税込 )

魅力に富み新鮮味あふれる北アルプスの北面を熱く語る。

森沢義信著/A5判 312頁/定価2,940円 (税込)

吉野から大峰山脈を熊野まで、修験道究極の道を克明に探査。

柴田昭彦著/A5判 328頁/定価3,000円 (税込 )

山から山へ、電話が通じる以前の通信システムの全貌を解明。

四手井綱英著/四六判288頁/定価2,100円 (税込 )

森林生態学の創始者が御年94歳にして綴る渾身のメッセージ。

新

ナ カ ニ シ ヤ 出 版
〒606‐8161 京都市左京区―乗寺木ノ本町15番地

丁el.075・―・723“―・011l   Fax.075・ ―・723‐―・0095
URL http:〃www.nakanishiya.co.jp/
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智
異
山
山
行
と
古
都
慶
州
の
旅

５
月
２４
日
、
参
加
者
２１
名
は
金
甫
空

港
に
集
合
。
空
港
で
、
韓
国
登
山
ア
カ

デ
ミ
ー
の
李
圭
泰
氏
と
、
３
人
の
女
性

か
ら
感
激
的
な
出
迎
え
を
受
け
る
。
そ

の
後
、
バ
ス
で
登
山
口
に
あ
る

「月
の

輪
熊
ペ
ン
シ
ョ
ン
」
に
到
着
。
夕
食
時

に
参
加
者
の
自
己
紹
介
を
行
な
い
、
朴

元
委
員
長
か
ら
行
動
予
定
等
の
説
明
を

受
け
た
。

２５
日
朝
、
準
備
体
操
後
、
天
主
峰
を

目
指
し
て
出
発
。
途
中
、
「河
東
巌
」
と

刻
ま
れ
た
岩
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

た
だ
ひ
た
す
ら
坂
道
を
登
る
。
道
脇
に

可
憐
に
咲
く
ツ
ツ
ジ
や
カ
タ
ク
リ
の
花

に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
急
な
登
り
坂
を
歩

く
こ
と
約
４
時
間
半
、
小
屋
が
見
え
て

気
持
ち
が
救
わ
れ
た
。
昼
食
後
、
帝
釈

峰
を
目
指
し
て
、
再
び
急
坂
を
ひ
た
す

ら
登
る
。
途
中
チ
ョ
ワ
ン
ボ
ン

（天
主

生
ロ

峰
）
が
見
え
た
。
帝
釈
峰
で
小
休
止
、

後
は

一
気
に
チ
ョ
ワ
ン
ボ
ン
の
項
上
を

目
指
し
て
駆
け
登

っ
た
。

項
上
到
着
１４
時
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、

遠
く
に
海
も
望
め
、
３
６
０
度
の
見
事

な
視
界
で
あ
る
。
項
上
で
記
念
写
真
を

撮
り
、
ひ
と
休
み
し
チ
ュ
ン
ボ
ン

（中

峰
）
を
経
て
、

１７
時
過
ぎ
無
事
に
宿
泊

所
の
チ
バ
モ
ッ
ク
サ
ン
ジ
ャ
ン

（山
小

屋
）
に
到
着
し
た
。

２６
日
、
外
は
生
憎
の
雨
で
あ
っ
た
。

朝
食
は
韓
国
風
雑
煮
で
あ
る
。
雨
具
を

着
け
や
す
く
し
て
く
れ
た
学
生
達
に
お

礼
を
言

っ
て
小
屋
を
出
発
。
雨
で
足
元

の
悪
い
坂
道
を
、
ひ
た
す
ら
下
る
。

１０

時
２０
分
、
下
の
茶
店
へ
到
着
。
茶
店
か

ら
公
園
入
り
回
の
食
堂
ま
で
歩
け
ば
１

時
間
以
上
か
か
る
と
こ
ろ
を
、
李
氏
の

配
慮
で
車
で
送

っ
て
い
た
だ
く
。
食
堂

で
、
昼
食
に
美
味
し
い
マ
ッ
コ
ル
リ
を

ご
馳
走
に
な
る
。
付
き
添

っ
て
く
れ
た

安
さ
ん
が
歌
を
披
露
し
て
、
場
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
た
。
食
後
、
バ
ス
で
慶
州

七

月
≡
里

□
Ｒ

出
芋

日本山岳会の

各委員会、同好会の

活動報告です

の
ホ
テ
ル
ヘ
向
か
う
。
夕
食
に
は
石
焼

ビ
ビ
ン
バ
を
堪
能
し
た
。
そ
の
後
、
ホ

テ
ル
で
ミ
ニ
飲
み
会
を
開
き
、
語
り
合

っ
た
。

２７
日
も
朝
か
ら
生
憎
の
雨
で
あ
っ
た

が
、
世
界
遺
産
の
キ
ョ
ン
ジ
ュ
（慶
州
）
、

石
窟
庵
、
仏
国
寺
、
大
陵
苑
を
観
光
す

る
。
そ
の
後
、
バ
ス
で
ソ
ウ
ル
ヘ
と
向

か
う
。
夜
は

「南
甫
麺
屋
」
に
て
打
ち

上
げ
を
行
な
っ
た
。
李
氏
が
再
び
見
え

て
、
大
歓
声
が
あ
が
る
。
そ
の
後
は
、

飲
み
に
行
く
グ
ル
ー
プ
、
エ
ス
テ
に
行

く
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
各
自
が
ソ
ウ
ル
の

夜
を
楽
し
ん
だ
。

２８
日
、
帰
国
の
途
に
着
い
た
。

（南
島
明
典
）

餞
欅

平
成
１８
年
度
総
会
報
告

５
月
２５
日
、
山
岳
会
１
０
４
号
室
に

お
い
て
、
会
員
１３
名
出
席
の
も
と
に
定

例
の
総
会
を
開
催
し
た
。

１７
年
度
の
活

動
報
告
な
ら
び
に
会
計
報
告
の
後
、

１８

年
度
の
活
動
計
画
を
審
議
し
た
。

今
年
度
は
新
規
企
画
が
多
い
。
ま
ず

年
２
回
ほ
ど
講
演
会
形
式
で

「山
の
古

典
を
読
む
会

（極
地
探
検
を
含
む
）」
を

会
員
持
ち
回
り
で
実
施
す
る
。
会
報

『山
』
に
日
程
と
内
容
を
掲
載
し
、
公
開

す
る
。
６
月
と
９
月
に
は
里
山
山
行
、

８
月
に
納
涼
会
。
４
月
に
桃
の
花
見
、

１０
月
は
山
研
集
会
、
１
月
は
新
年
会
、

２
月
の
講
演
会
は
従
来
ど
お
り
と
す
る
。

一
番
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
年
度
末
に
新

土
曜
会
年
報
を
発
刊
し
た
い
。
実
は
、

昭
和
３０
年
代
か
ら
４０
年
代
に
か
け
て
の

旧
土
曜
会
の
集
会
記
録
が
大
量
に
発
見

さ
れ
た
。
ま
だ

一
瞥
し
た
だ
け
で
あ
る

が
、
極
め
て
資
料
性
の
高
い
記
録
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
集
会
記
録
の
ま
と
め
を

中
心
に
、

１６
年

ｏ
ｌ７
年
度
の
活
動
記
録

を
配
し
て
年
報
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

新
土
曜
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
山
岳

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
さ
れ
て

い
る
の
で
、　
一
度
立
ち
寄

っ
て
み
て
ほ

し
い
。　
　
　
　
　
　
　
（箕
岡
三
穂
）

智異山主峰、天主峰にて
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ａ

ｒ

ノ

一

ヽ
一図

書
紹
介

拶‡t鸞の議

ジ
ェ
ニ
フ
ア
ー

・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
・
著

海
津
正
彦
・訳

『Ｋ
２
　
非
情
の
頂
』

Ｋ
２
を
登
頂
し
た
女
性
サ
ミ
ッ
タ
ー

は
５
人
い
る
。
だ
が
そ
の
い
ず
れ
も
、

今
は
こ
の
世
に
い
な
い
。
３
人
は
下
降

中
に
遭
難
、
２
人
は
生
還
す
る
が
他
の

８
０
０
０
際
川峰
で
遭
難
死
し
て
い
る
。

著
者
は
、
こ
の
５
人
の
女
性
の
生
い
立

ち
や
日
常
生
活
を
細
か
く
追
い
求
め
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
持
つ
強
い
個
性

を
発
見
し
、
「山
が
好
き
」
と
い
う
以
外

に
共
通
す
る
部
分
を
持

っ
て
い
な
い
こ

と
に
気
づ
く
。

そ
こ
に
山
が
あ
る
か
ら
登
る
、
世
界

の
最
高
峰
を
極
め
た
い
、
自
分
自
身
ヘ

の
挑
戦
な
ど
、
高
峰
へ
の
憧
れ
は
い
る

い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
サ
ミ
ッ
タ
ー

の
約
２０
７
が
遭
難
す
る
と
い
う
Ｋ
２
は
、

他
の
高
峰
に
対
し
て
、
桁
外
れ
に
遭
難

事
故
が
多
い
。
そ
れ
に
も
め
げ
ず
項
上

を
目
指
し
て
挑
戦
す
る
人
た
ち
、
特
に

女
性
と
い
う
立
場
で
の
困
難
さ
を
い
ろ

い
ろ
な
角
度
で
追
い
求
め
て
い
る
。

最
初
に
登
攀
に
成
功
し
た
の
は
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
の
ワ
ン
ダ
で
あ
る
。
共
産
社

会
で
の
政
治
的
不
安
定
な
な
か
で
、
彼

女
の
ソ
連
邦
の
山
々
な
ど
で
の
活
躍
は

爽
や
か
で
あ
り
、
国
を
挙
げ
て
の
ス
ポ

ー
ツ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
１
９

８
６
年
夏
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
８
０
０
０
い
川

峰
の
中
か
ら
、
特
に
Ｋ
２
山
項
を
選
択

し
た
。
女
性
サ
ミ
ッ
タ
ー
と
し
て
初
登

項
を
狙
い
、
無
事
生
還
し
て
世
界
の
ス

ポ

ッ
ト
を
浴
び
、
国
を
上
げ
て
の
祝
賀

ム
ー
ド
に
ひ
た
る
。

な
ぜ
多
く
の
危
険
を
冒
し
て
ま
で
も

登
項
す
る
の
か
。
女
性
と
し
て
の
初
登

項
の
栄
誉
、
他
の
女
性
に
譲
り
た
く
な

2006笙 F、 4月

山と漢谷社刊
A5半」 462,~

定価 2520円

い
、
マ
ス
コ
ミ
の
ス
ポ

ッ
ト
を
浴
び
る
、

講
演
会
や
出
版
活
動
な
ど
の
依
頼
が
あ

り
、
そ
の
日
標
と
し
て
、
よ
り
困
難
な

サ
ミ
ッ
ト
の
Ｋ
２
が
あ
る
。

彼
女
達
に
共
通
し
て
い
る
点
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
「好
き
だ
か
ら
登
る
」
「自

分
に
は
登
れ
る
自
信
」
で
あ
り
、
平
凡

な
日
常
生
活
か
ら
脱
皮
し
、
よ
り
価
値

あ
る
人
生
を
自
ら
選
ん
だ
結
果
で
あ
り
、

そ
こ
に
ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て
山
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
人
生
は
長
く
生
き
る

こ
と
だ
け
で
は
充
実
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
確
か
な
自
分
を
発
見
す
る
た

め
に
Ｋ
２
を
目
指
し
た
５
人
の
女
性
達

に
、
限
り
な
い
賛
意
を
表
し
た
い
気
持

ち
に
な
る
。

世
界
の
高
峰
Ｋ
２
、
登
項
し
た
女
性

た
ち
を
通
し
て
本
書
を
ま
と
め
あ
げ
た

著
者
に
、
改
め
て
感
謝
し
た
い

一
冊
で

も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（林

栄
二
）

滝
本
幸
夫

・
著

『日
高
の
風
―
孤
高
の
山
岳
画
家
・

坂
本
直
行
の
生
涯
』

2006笙手、4月
中札内美術村刊
B6変型判 2525~
定価 1500円

日
本
山
岳
会
の
会
員
で
も
あ
っ
た
山

岳
画
家
の
坂
本
直
行
さ
ん
は
、
今
年
生

誕
１
０
０
年
を
迎
え
る
。

こ
の
本
は
、
直
行
さ
ん
の
生
い
立
ち

か
ら
、
三
中
時
代
に
札
樽

（さ
っ
そ
ん
）

の
山
々
に
熱
中
し
て
い
っ
た
背
景
、
さ

ら
に
北
大
を
卒
業
し
て
、
原
野
で
の
開

墾
生
活
や
農
民
運
動
、
そ
の
後
、
画
家

と
し
て
生
き
る
ま
で
の
生
涯
を
丹
念
に

取
材
し
た
評
伝
で
あ
る
。
直
行
さ
ん
の

『開
墾
の
記
』
で
、
過
酷
な
原
野
の
開
拓

に
力
を
尽
く
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い

る
が
、
生
い
立
ち
を
含
め
た
評
伝
は
初

め
て
の
も
の
で
あ
る
。

中
札
内
美
術
村
で
は
、
生
誕
１
０
０

カラコルムは、トレッカーを待っていますD
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年
の
記
念
に
、
直
行
さ
ん
の
人
と
な
り

を
小
冊
子
に
し
て
、
記
念
展
で
入
館
者

に
配
布
し
た
い
と
の
意
向
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。
そ
れ
が
、
帯
広
の
菓
子
店
六
花

亭

（直
行
さ
ん
の
植
物
の
ス
ケ
ッ
チ
が

シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
）
や
、
中
札

内
美
術
村
の
熱
意
で
、
著
者
の
自
宅
に

眠

っ
て
い
た
原
稿
が
甦

っ
た
と
知
り
、

直
行
さ
ん
の
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
思

い
の
深
さ
を
感
じ
る
。
著
者
は
、
生
き

て
い
た
ら
新
田
次
郎
に
書
い
て
も
ら
い

た
か
っ
た
と
打
ち
明
け
て
い
る
が
、
著

者
と
、
直
行
さ
ん
の
妻

・
ツ
ル
さ
ん
と

の
親
し
い
交
流
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の

評
伝
は
世
に
出
な
か
っ
た
の
で
は
と
思

う
。
ツ
ル
さ
ん
の
視
点
か
ら
直
行
さ
ん

が
語
ら
れ
て
い
る
の
も
好
感
が
持
て
る

し
、
家
庭
的
と
は
い
い
が
た
か
っ
た
直

行
さ
ん
を
、
い
つ
も
静
か
に
支
え
、
見

守
り
続
け
た
ツ
ル
さ
ん
の
姿
が
印
象
的

で
あ
る
。

坂
本
龍
馬
の
系
譜
で
あ
る
こ
と
を
、

語
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
と
い
う
直
行

さ
ん
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
ま
さ
に
龍
馬

が
新
時
代
を
目
指
し
て
、
激
動
の
世
界

へ
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
熱
情
の
息
吹

を
、
そ
っ
く
り
引
き
継
い
で
い
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。
理
想
に
燃
え
て
、
農
民

運
動
に
奮
闘
し
た
こ
と
は
意
外
と
知
ら

れ
て
い
な
い
。
「自
分
の
希
望
す
る
文
化

の
萌
芽
は
や
が
て
肥
沃
な
る
土
壌
に
な

り
う
る
は
ず
で
あ
る
。
直
行
は
再
び
力

強
く
鍬
を
握
り
し
め
る
の
で
あ
っ
た
」

の
文
章
か
ら
直
行
さ
ん
の
気
概
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

５０
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
後
半
生
は
、

画
家
と
し
て
活
躍
し
た
直
行
さ
ん
。
「直

行
さ
ん
の
魂
は
、
日
高
の
風
に
な
っ
て
、

誰
に
東
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
闊

達
に
走

っ
て
い
る
に
違
い
な
い
」
と
後

書
き
に
あ
る
よ
う
に
、
文
中
か
ら
直
行

さ
ん
の
息
づ
か
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
な
労
作
で
あ
る
。

（樋
口
み
な
子
）

＊
中
札
内
美
術
村
で
、
記
念
展
を
開
催

中
。
ｎ
月
か
ら
は
、
高
知
県
立
坂
本
龍

馬
記
念
館
で

「反
骨
の
農
民
画
家
、
坂

本
直
行
展
」
を
開
催
予
定
。

＊
問
合
せ
＝
中
札
内
美
術
村

（口
０
１

５
５
１
６
８
１
３
０
０
３
）

『登
山
、
ス
キ
ー
　
大
好
き

克
美
さ
ん
は
魚
津
の
佐
伯
郁
夫
さ
ん

の
奥
さ
ん
。
ま
さ
し
く
、
夫
唱
婦
随
の

山
好
き
、
山
ス
キ
ー
狂
い
は
ご
存
知
の

と
お
り

（『富
山
の
山
』
な
ど
お
し
ど
り

執
筆
）
。
定
年
、
子
育
て
卒
業
と
と
も
に
、

６０
歳
か
ら
山
ス
キ
ー
を
熱
烈
再
開
し
た
。

北
海
道
８５
キ

ロ
ス
キ
ー

・
ラ
ン
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
北
極
圏
、

７０
歳
の
記
念
に
間

宮
海
峡
ス
キ
ー
踏
破
な
ど
、
あ
き
れ
る

ば
か
り
の
熱
中
ぶ
り
だ
。

そ
の
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

欧
州
ア
ル
プ
ス
、
カ
ナ
ダ
ヘ
の
ス
キ
ー
、

登
山
な
ど
６０
～
７０
歳
ま
で
の
記
録
と
エ

ッ
セ
イ
で
、
北
陸
中
日
新
聞
な
ど
に
発

表
し
た
も
の
を

一
冊
に
ま
と
め
た
。

も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
立
山

・
剣
岳
の

登
攀
記
、
植
物

・
野
生
動
物

（熊
と
の

遭
遇
―

）
な
ど
の
自
然
観
察
・論
考
は

さ
す
が
元
理
科
の
先
生
、
し
っ
か
り
し

た
ま
な
ざ
し
で
観
察
、
描
写
し
て
い
て

好
も
し
い
。
女
性
ら
し
く
て
新
鮮
だ
。

も
ち
ろ
ん
写
真
の
レ
ベ
ル
は
と
っ
て

も
高
い
（郁
夫
氏
の
指
導
）
。
私
家
版
だ

が
、
装
丁
、
レ
イ
ア
ウ
ト
は
な
か
な
か

で
、
写
真
は
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
。

褒
め
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が

（こ
の

ご
夫
妻
と
特
段
に
親
し
い
わ
け
で
は
な

い
。
『雪
上
散
歩
１２
』
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ツ

ア
ー
を
郁
夫
さ
ん
に
執
筆
し
て
も
ら
っ

た
だ
け
の
縁
）
、女
性
山
ス
キ
ー
好
き
の

諸
姉
へ
と
く
に
お
ス
ス
メ
。（松

沢
節
夫
）

＊
問
合
せ
＝
閉
シ
ー

・
エ
ー

・
ピ
ー

ロ

０

７

６

‐

４

３

９

‐

３

３

１

１

大
阪
大
学
山
岳
会

・
編

『後
立
山
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ

ヘ
』

―

戦
後
半
世
紀
の
歩
み
―
―

本
書
は
、
大
阪
大
学
山
岳
会
創
立
５０

周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
発
行
さ
　
２２

れ
た
記
念
誌
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
躊

１
９
４
９

（昭
和
２４
）
年
創
立
か
ら
、

今
日
ま
で
の
国
内
外
に
お
け
る
活
動
を
、

国
内
の
山
行
、
海
外
遠
征
、
山
岳
部
い

ま
む
か
し
、
の
３
部
に
ま
と
め
て
い
る
。

国
内
は
主
と
し
て
北
ア
ル
プ
ス
で
の

活
動
が
中
心
に
書
か
れ
て
い
る
。
戦
後

の
物
不
足
の
時
代
の
昭
和
初
期
、
装
備

や
食
料
な
ど
粗
末
な
な
か
で
、
苦
労
と

工
夫
を
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

る
。
こ
の
頃
の
山
行
は
、
大
な
り
小
な

り
、
み
な
同
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
年
と
と
も
に
部
員
も
増
加

し
、
体
力
も
向
上
し
た
。
結
果
、
後
立

山
縦
走
、
黒
部
川
上
廊
下
積
雪
期
初
横

2006イ F、 6月
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断
、
剣
岳
北
方
稜
線
な
ど
、
着
実
に
実

カ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
っ
た
。

第
１
部
に
は
、
そ
ん
な
時
代
の
節
々

に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
回
想
記
と
、
時

報
に
掲
載
さ
れ
た
報
告
の

一
部
を
採
録

し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

第
２
部
で
は
、
国
内
の
実
績
に
あ
わ

せ
て
海
外
遠
征
の
計
画
を
実
行
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
選
ん
だ
山
は
Ｐ
２９
で
あ

る
。
理
由
に
つ
い
て
初
代
会
長
の
篠
田

軍
治
氏
が

″
Ｐ
２９
の
１０
年
″
の
中
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
い
か
に
も
難

し
そ
う
な
山
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上

に
相
当
な
高
度
を
持
つ
独
立
峰
で
あ
る

こ
と
、
マ
ナ
ス
ル
三
山
の
う
ち
の
唯

一

の
未
踏
峰
で
あ
る
」
。

１
９
６
１
～
７０
年
の
１０
年
、
４
回
の

遠
征
で
初
登
項
に
成
功
し
た
が
、
登
頂

後
の
滑
落
事
故
で
登
項
者
の
渡
部
洋
隊

員
と
、
ハ
ク
パ

・
ツ
ェ
リ
ン
を
失

っ
た
。

″
Ｐ
２９
初
登
項
、

１０
年
が
か
り
で
悲
願

達
成
″
で
、
第
４
次
登
攀
隊
長
で
あ
っ

た
住
吉
仙
也
氏
が
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。

第
３
部
の
中
に

″思
い
出
の
人
々
″

と
い
う
こ
と
で
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
世

を
去
ら
れ
た
篠
田
軍
治
氏
、
水
野
祥
太

郎
氏
、
徳
永
篤
司
氏
な
ど
７
名
の
思
い

出
の
記
が
あ
る
が
、
懐
か
し
く
も
あ
る

が
、
悲
し
い
思
い
出
も
あ
る
。

当
然
な
が
ら
、
大
阪
大
学
山
岳
会
の

半
世
紀
の
活
動
の
軌
跡
が
よ
く
わ
か
る

１
冊
で
あ
る
。
　
　
　
　
（茂
見

猛
）

笹
本
長
敬

・
編
／
注
訳

『山
―
西
洋
人
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
』

西
洋
の
登
山

（思
想

・
文
化
）
史
を

多
少
と
も
か
じ
っ
た
も
の
な
ら
、
ル
ネ

サ
ン
ス
の
文
人
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
モ
ン

・

ヴ
ァ
ン
ト
ゥ
ー
登
山
が
、
し
ば
し
ば
近

代
登
山
の
嗜
矢
と
さ
れ
る
こ
と
は
知

っ

て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
う
ち
の

何
人
が
、
そ
の
登
山
を
綴
っ
た
ペ
ト
ラ

ル
カ
の
書
簡
を

（た
と
え
翻
訳
で
も
）

読
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
。
私
も
本
書
で

初
め
て
読
ん
だ
。
た
し
か
に
登
山
そ
の

も
の
の
歓
び
と
感
動
に
あ
ふ
れ
た
文
章

で
、　
一
四
世
紀
に
こ
う
い
う
も
の
が
書

か
れ
た
こ
と
は
驚
き
だ
が
、
後
半
で
聖

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
引
き
合
い
に
出

し
、
自
分
の
行
為
と
感
情
を
深
く
反
省

し
て
い
る
。
や
は
リ
ペ
ト
ラ
ル
カ
も
中

世
的
思
考
を
免
れ
ず
、
う
か
つ
に
こ
の

詩
人
を

「近
代
登
山
」
の
元
祖
な
ど
と

言

っ
た
ら
笑
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
書

は
＞
●
け
Ｆ
ｏ
●
Ч

バ
①
●
●
Ч

「〓
ｏ
饉
・
Ｓ
Ｆ
∽
‥＞
・
＞
ユ
Ｆ
ｏ
【ｏ
”
■

１
９
９
１
を
底
本
に
、
山
好
き
の
英
文

学
者
が
取
捨
編
集
し
て
翻
訳
し
た
山
に

関
す
る
文
献
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
古
代

ギ
リ
シ
ア

・
ロ
ー
マ
や
旧
約
聖
書
か
ら
、

二
〇
世
紀
初
頭
の
ス
マ
イ
ス
の
ド
ロ
ミ

テ
行
ま
で
、
時
代
順
と
主
題
別
に
編
ん

だ
２３
章
８６
編
の
山
の
文
章
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
話
に
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
読
ん
で
い
な
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ

っ
た
。
こ
れ
を
座
右
に
す
れ
ば
偉

そ
う
な
こ
と
を
安
心
し
て
し
ゃ
べ
れ
そ

う
だ
。

ま
ず
巻
末
の
４０
パ
‐
ち
か
い

「訳
者
解

説
」
か
ら
読
む
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。

実
は
こ
れ
は
独
立
し
た
学
術
論
文
だ
が
、

西
洋
の
古
代

・
中
世

・
近
世
の
山
岳
観

の
変
遷
、
そ
し
て
近
代
で
は
主
と
し
て

イ
ギ
リ
ス
人
の
そ
れ
が
見
事
に
考
察
さ

れ
、
同
好
の
士
に
至
福
の
時
を
与
え
て

く
れ
る
。
こ
の
解
説
に
も
本
文
の
ア
ン

ソ
ロ
ジ
ー
に
も
訳
者
の
精
緻
で
懇
切
な

注
が
付
さ
れ
、
読
者
が
無
明
に
迷
う
こ

と
は
な
い
。
こ
れ
に
ド
イ
ツ
語
文
献
が

加
わ
れ
ば
登
山
思
想
史
の
世
界
は
も

っ

と
ふ
く
ら
む
の
だ
が
、
底
本
の
性
格
と

訳
者
の
専
門
上
、
そ
れ
が
な
い
の
は
や

む
を
え
な
い
。
　
　
　
　
（平
井
吉
夫
）
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６
月
理
事
会

日
時
　
６
月
１４
日
　
１８
時
３０
分
～
２０
時

３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
平
山
会
長
、
平
林

・
橋
本

・

田
邊
各
副
会
長
、
吉
永
常
務
理
事

・
石

田

・
篠
崎

・
野
口

・
斎
藤

・
藤
井

・
石

橋

・
古
野
各
理
事
、
竹
中
監
事
、
今
村

常
任
評
議
員

【委
任
】
贄
田
常
務
理
事
、
大
蔵
ｏ渡
邊

各
理
事
、
山
本
監
事
、
小
倉

・
重
廣
各

常
任
評
議
員

●
議
事
に
先
立
ち
、
平
山
会
長
よ
り
、

通
常
総
会
終
了
後
初
め
て
の
理
事
会
で

あ
り
、
平
成
１８
年
度
が
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
と
な
る
。
種
々
の
議
案

が
あ
る
の
で
十
分
な
審
議
を
お
願
い
し

た
い
と
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

【審
議
事
項
】

１
　
資
料
映
像
委
員
会
‥
創
立
１
０
０

周
年
記
念
連
続
講
演
会
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
に

つ
い
て

２
０
０
３
年
１２
月
よ
り
０５
年
４
月
ま

で
の
間
、
５
名
の
方
々
の
講
演
と
２
名

の
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。

今
後
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
広
く
利
用

で
き
る
よ
う
編
集
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し
た

い
と
の
提
案
で
あ
る
が
、
財
務
内
容
逼

迫
の
折
、
１
年
間
で
す
べ
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化

す
る
の
で
は
な
く
、
分
割
作
成
す
る
こ

と
と
し
た
。
な
お
製
作
に
当

っ
て
は
、

極
力
経
費
節
約
に
努
力
す
る
よ
う
伝
え

る
こ
と
と
し
た
。　
　
　
　
　
（承
認
）

２
　
自
然
保
護
委
員
会
‥
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

「自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
私
た
ち
の
未

来
」
後
援
の
件

６
月
２５
日
、
長
野
県
伊
那
市
役
所
に

お
い
て

「入
笠
山
周
辺
に
お
け
る
風
力

発
電
事
業
計
画
」
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
へ
の
後
援
。

山
岳
環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
後
援
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
了
承
す
る
が
、
本

会
と
し
て
は
未
だ
十
分
な
検
討
を
加
え

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
お
け
る
発
言
は
慎
重
に
し
て
ほ
し
い

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
　
　
　
（承
認
）

３
　
表
彰
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

今
年
度
よ
り
常
設
の
委
員
会
と
し
て

設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
平
林
副
会
長

を
委
員
長
と
し
て
本
会
会
員
の
各
層
よ

り
８
月
末
頃
ま
で
に
委
員
を
選
任
す
る

こ
と
と
し
、
選
任
を
委
員
長
に

一
任
す

る
こ
と
と
し
た
。　
　
　
　
　
（承
認
）

４
　
支
部
化
促
進
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

首
都
圏
の
中
の
北
関
東
地
区
及
び
四

国
地
区
の
支
部
化
を
促
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
支
部
化
促
進
委
員
と
し

て
下
記
を
選
任
し
た
。
な
お
、
支
部
化

に
当

っ
て
は
、
関
係
支
部
と
の
十
分
な

協
議
を
行
い
、
理
解
を
得
る
こ
と
を
前

提
に
す
す
め
る
こ
と
と
し
た
。

委
員
長
‥
平
林
副
会
長

委
員
‥
渡
邊

・
斎
藤
各
理
事
、
神
崎
総

務
委
員
長

事
務
局
‥
吉
永
理
事
　
　
　
　
（承
認
）

５
　
「公
益
社
団
法
人
」
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト

・
チ
ー
ム
に
つ
い
て

公
益
法
人
改
革
関
連
法
は
５
月
２６
日
、

参
院
に
お
い
て
可
決
さ
れ
成
立
し
た
が
、

未
だ
政
令
等
の
内
容
が
明
ら
か
で
な
い

た
め
、
こ
れ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ｏ
チ
ー
ム
を
設
置
す

る
こ
と
と
し
た
。　
　
　
　
　
（承
認
）

６
　
「講
師
謝
礼
及
び
祝
儀
の
支
払
い

基
準
に
関
す
る
内
規
」
（案
）
に
つ
い
て

各
種
講
演
会
等
に
お
け
る
講
師
謝
礼

並
び
に
関
係
団
体
及
び
各
支
部
の
記
念

行
事
等
に
お
け
る
祝
儀
の
支
払
い
基
準

が
統

一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
内

規
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
。
特
に
、
講

演
会
等
が
会
費
制
で
実
施
す
る
場
合
は

講
師
謝
礼
を
会
費
で
賄
う
も
の
と
し
、

会
か
ら
補
助
を
受
け
て
い
る
場
合
は
会

費
及
び
補
助
を
含
む
収
支
計
算
書
を
財

務
担
当
理
事
に
提
出
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

７
　
「英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
８
号
の
発

行
に
つ
い
て

創
立
１
０
０
周
年
記
念
号
の
発
行
費

用
に
つ
い
て
は
、　
一
部
を
平
成
１８
年
度
　
２４

の
委
員
会
予
算
よ
り
支
出
す
る
こ
と
と
　
臨

し
た
。
第
８
号
に
つ
い
て
は
、
予
算
上
、

平
成
１９
年
度
以
降
の
発
行
と
す
る
こ
と

で
了
承
。
な
お
、
今
後
の

「英
文
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
に
扱
う
こ
と
と
し
た
。

●
国
内

・
Ｊ
Ａ
Ｃ
内

‥
本
会
図
書
室
、

各
支
部
、
執
筆
者
、
国
内
在
住
の
外
国

人
に
は
配
布
す
る
が
、
会
員
に
つ
い
て

は
今
後
、
有
料
と
す
る
。

●
国
外

‥
海
外
山
岳
会
、
執
筆
者
、

情
報
提
供
者
等
へ
の
配
布
は
今
後
も
行

う
が
、
配
布
先
に
つ
い
て
は
そ
の
関
連

性
を
明
記
し
た
上
、
今
後
は
理
事
会
に

開
示
す
る
。

幸晨

」ヒ
巨ヨ
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●
在
庫

‥
管
理
を
よ
り
厳
格
に
行
う

こ
と
を
求
め
る
。　
　
　
　
　
（承
認
）

８
　
中
央
分
水
嶺
踏
査
事
業
の
今
後
の

予
定
に
つ
い
て

６
月
１７
日

ｏ
ｌ８
日
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
の

踏
査
を
予
定
し
て
い
る
が
、
本
事
業
は

支
部
の
方
々
の
協
力
が
大
き
か
っ
た
た

め
、
来
た
る
２
月
中
旬
の
支
部
長

・
支

部
事
務
局
担
当
者
会
議
の
日
程
に
合
わ

せ
て

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
及
び
完
了
祝
賀

会
を
東
京
で
実
施
す
る
方
向
で
総
務

（委
）
・
分
水
嶺
踏
査

（委
）
に
お
い
て

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
　

　

（承
認
）

９
　
名
義
後
援
願
‥
（財
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

８
月
１４
日
～
１７
日

・
８
月
Ю
日
～
２２

日
開
催
の

「ヒ
マ
ラ
ヤ
国
際
映
画
祭
」

（於
‥
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
）
（平

山
会
長
が
実
行
委
員
会
顧
間
に
就
任
）

（承
認
）

１０
　
写
真
使
用
願
‥
日
本
テ
レ
ビ
放
送

網

（株
）

６
月
２１
日
放
送
予
定

「午
後
は
○
○

お
も
い
ッ
き
リ
テ
レ
ビ
」
の
中
の

「き

ょ
う
は
何
の
日
」
の
コ
ー
ナ
ー
で

「ト

レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
生
み
の
親
　
佐

藤
久

一
朗
が
亡
く
な
っ
た
日
」
を
紹
介
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
写
真
の
使
用
願
い
。

（承
認

・
有
料
）

Ｈ
　
撮
影
・放
送
許
可
願
‥
（株
）
テ
レ

ビ
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン

東
京
放
送

「世
界

・
ふ
し
ぎ
発
見
―

カ
ナ
ダ
　
友
好
の
ビ

ッ
ケ
ル
」
に
お
け

る
ア
ル
バ
ー
タ
山
遠
征
の
写
真
撮
影

・

放
送
許
可
願
い
。
　

　

（承
認
・有
料
）

【報
告
事
項
】

１
　
「名
誉
会
員
推
薦
に
関
す
る
内
規
」

に
つ
い
て

３
月
２５
日
及
び
４
月
２２
日
開
催
の
評

議
員
会
で
検
討
し
た
結
果
、
「内
規
」
は

改
定
せ
ず
、
運
用
で
対
処
す
る
こ
と
と

し
た
。

２
　
年
次
晩
餐
会
に
つ
い
て

５
月
２６
日
、
総
務
担
当
理
事
及
び
総

務
委
員
長
が
東
海
支
部
年
次
晩
餐
会
実

行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
打
ち
合
わ
せ

会
を
実
施
。
併
せ
て
会
場
の

″
ウ
ェ
ス

テ
ィ
ン
名
古
屋
キ
ャ
ッ
ス
ル
″
を
下
見

し
た
。

３
　
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
５０
周
年
記
念
行

事
の
日
程
に
つ
い
て

先
に
延
期
と
な
っ
た
記
念
行
事
が
、

１２
月
Ｈ
日
カ
ト
マ
ン
ズ
に
お
い
て
開
催

と
決
定
し
た
。
記
念
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等

に
つ
い
て
は
従
来
の
計
画
を
実
施
す
る

予
定
で
、
参
加
者
の
再
募
集
を
行
な
う

こ
と
と
な
っ
た
。

４
　
学
生
部

「バ
ン
バ
リ

・
ヒ
マ
ー
ル

遠
征
隊
」
に
つ
い
て

ネ
パ
ー
ル
政
府
よ
り
仮
登
山
許
可
通

知
を
受
領
し
た
。
隊
員
７
名
で
８
月
下

旬
よ
り
１０
月
上
旬
の
日
程
で
実
施
す
る

が
、
予
算
が
若
干
オ
ー
バ
ー
す
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
理
事
各
位
の
協
力
を

仰
ぎ
た
い
。

５
　
会
員
の
遭
難
事
故
に
つ
い
て

大
峰
山
へ
単
独
登
山
し
不
明
と
な
っ

た
畑
中
耕

一
会
員

（１
１
８
３
１
）
の

ご
遺
族
よ
り
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。
次

回
支
部
長
会
議
に
お
い
て
関
係
支
部
に

伝
達
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
に
も
掲
載
す
る
。

‘
　
「韓
国
山
岳
会
」
新
会
長
就
任

Ｏ
Ｆ
ｏ
①
・
目
８
”
‥０
８
●
氏
が
新
会
長
に

就
任
、
本
会
よ
り
会
長
名
の
祝
辞
を
発

送
し
た
。

７
　
５
月
度
入
会
者
１５
名

２

日

５

日

６

日

百
年
史
委
員
会

総
務
委
員
会
　
高
尾
の
森
実
行
委
員
会

図
書
委
員
会
　
山
岳
編
集
委
員
会

学
生
部
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

事
業
委
員
会
　
山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

山
岳
編
集
委
員
会
　
山
の
自
然
学
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
０１
△
ム

学
生
部
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ

ブ
　
山
想
倶
楽
部

科
学
委
員
会
　
中
央
分
水
嶺
委
員

会
　
山
岳
編
集
委
員
会
　
学
生
部

15   141312 8 7
日  日 日 日 日 日

20   191716
日  日 日 日

3029   2827262423   2221
日

会
員
異
動

（６
月
）

退
会

難
波
清

一

（１
７
０
４
）

中
野
武
司
　
（６
４
８
４
）
北
海
道

上
野
毛
戸
康
男
（７
１
０
７
）

亀
山
義
夫
　
（７
１
８
７
）

金
子
二
郎
　
（７
３
８
０
）

島
田
　
靖
　
（７
８
５
８
）
岐
阜

小
松
達
彦
　
（１
０
５
７
３
）

猪
熊
隆
之
　
（１
３
５
３
５
）

終
身
会
員

高
橋
正
彦
　
（５
９
０
１
）

神
崎
忠
男
　
（６
０
０
２
）

中
西
豊
和
　
（６
０
５
７
）

日日日日日日

学
生
部

Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会

総
務
委
員
会
　
資
料
映
像
委
員

会
　
山
想
倶
楽
部

百
年
史
委
員
会
　
山
研
運
営
委

員
会
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委

員
会
　
００
会
　
休
五
会

三
水
会
　
つ
く
も
会

自
然
保
護
委
員
会
　
指
導
委
員
会

山
遊
会
　
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

山
の
自
然
学
研
究
会

Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会

総
務
委
員
会

学
生
部
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

常
務
理
事
会
　
ゆ
き
わ
り
会

麗
山
会

高
尾
の
森
実
行
委
員
会

長
期
登
山
計
画
委
員
会
　
中
央
分
　
　
２５

水
嶺
委
員
会
　
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
　
饉

６
月
来
室
者
５５３
名

6日

一■
一一一一
一
■̈
一
一
一ヾ

い
一

一一群
＝
一一一佐
露

一
一
一̈
一一一■

●
■
●
一
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時
間
　
１０
時
～
正
午

問
合
　
古
田
寛
昭
ま
で

（口
＆
田
０
４

２
１
９
４
９
１
５
６
３
１
）

◆

実
技
請
習
会

「山
で
の
救
急
蘇
生
法

実
技
講
習
会
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
も
覚

え
よ
う
！
」医

療
委
員
会

・
指
導
委
員
会

″時
間
を
か
け
て
講
習
を
受
け
た
い
″

と
い
う
希
望
に
応
え
、
救
急
蘇
生
実
技

講
習
会
を
行
な
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

（自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
も
ト
レ
ー
ナ
ー

機
器
を
使
用
し
て
使
い
方
を
学
び
ま
す
。

日
時
　
９
月
３
日
同
９
時
～
１６
時

場
所
　
日
本
青
年
館

（千
駄
ヶ
谷
駅
、

外
苑
前
駅
な
ど
か
ら
）

講
師
　
実
技
＝
い
さ
お
秀
彦
他
、
講
義

＝
野
口
い
づ
み

定
員
　
３０
名

（先
着
順
）

参
加
費
　
５
０
０
０
円

（資
料

・
ポ
ケ

ッ
ト
マ
ス
ク
代
、
ポ
ケ
ッ
ト
マ

ス
ク
持
参
者
は
３
０
０
０
円
）

申
込
　
８
月
２０
日
ま
で
に
、
次
の
方
法

で
申
し
込
む

（田
０
３
‐
３
２

６
１
１
４
４
４
１
、
ハ
ガ
キ
で

日
本
山
岳
会
医
療
委
員
会
宛

口
』”０８
けＢ
の
Ｑ
◎
Ч
”Ｆ
Ｏ
Ｏ
・〇
〇
・ピ
）

問
合
　
（医
療
委
員
会
　
野
口
い
づ
み
、

貫
田
宗
男
）

◆

関
西
講
演
会
　
　
　
医
療
委
員
会

日
時
　
９
月
５
日
ω
ｌ８
時
３０
分
～
２０
時

３０
分

場
所
　
京
大
会
館

テ
ー
マ

「中
高
年
登
山
者
の
注
意
点
」

講
演
者
　
松
林
公
蔵
氏

（京
都
大
学
東

南
ア
ジ
ア
研
究
所
、
フ
ィ
ー
ル

ド
医
学
）

定
員
　
１
５
０
名

申
込
　
８
月
２０
日
ま
で
に
、
次
の
方
法

で
申
し
込
む

（田
０
３
‐
３
２

６
１
１
４
４
４
１
　
ハ
ガ
キ
で

日
本
山
岳
会
医
療
委
員
会
宛

図
』”ｏ日
一日
の
Ｑ
◎
Ч
”Ｆ
ｏ
９
ｏ
ｏ
・ピ
）

問
合
　
（医
療
委
員
会
　
野
口
い
づ
み
、

貫
田
宗
男
）

＊
参
加
費
は
無
料

◆

山
陰

・
大
山
全
国
集
会

自
然
保
護
委
員
会

日
程
　
１０
月
２１
日
田
～
２２
日
同

場
所
　
大
山

宿
泊

「ホ
テ
ル
大
山
別
館
し
ろ

が
ね
荘
」
（前
夜
泊
も
可
）

日
程
　
●
第
１
日
　
自
然
保
護
委
員
会

全
国
集
会

（支
部
報
告
、
事
例

研
究
報
告
、
グ
ル
ー
プ
討
議
、

懇
親
会
）

●
第
２
日

（大
山
登
山
、
山
麓

自
然
観
察
散
策
、
鏡
が
成
～
花

回
廊
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
）

費
用
　
①
２０
～
２２
日

（２
万
６
千
円
）

②
２１
～
２２
日

（１
万
７
千
円
）

申
込
　
９
月
１０
日
ま
で
に
、
①
～
②
の

区
分
、
討
議
の
希
望
グ
ル
ー
プ

（第
２
希
望
も
）
、
第
２
日
の
希

望
コ
ー
ス
を
明
記
し
、
川
越
尚

子
宛

（〒
‐８５
００１
　
国
分
寺
市
本

多
３
１
７
１
３１
　
一田
０
４
２
‐
３

２

１

１

６

０

５

９

図
Ｆ
”〓
””
〇
ユ
”ｏ
Ｏ
ヨ
■
ぴ
置
【ｏ
ぴ
①
』
①
・ピ
）

＊
申
込
受
付
後
詳
細
送
付

◆

山
の
古
典
を
読
む
会

新
土
曜
会

日
時
　
７
月
２７
日
困
１５
時
～
１７
時

場
所
　
山
岳
会
集
会
室

講
演
者
　
松
丸
秀
夫
名
誉
会
員

書
名
　
『
エ
ン
デ

ュ
ア
ラ
ン
ス
号
』
シ
ャ

ッ
ク
ル
ト
ン
南
極
探
検
の
全

記
録

著
者
　
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン

・
ア
レ
グ
ザ
ン

ダ
ー
　
訳
者
＝
畔
上
司

＊
申
し
込
み
不
要

◆

南
極
の
お
話
　
　
　
　
　
一
一大
会

南
極
大
陸
造
山
運
動

・
南
極
の
岩
登

り

・
タ
ロ
ー
と
ジ
ロ
ー
生
存
の
実
態
、

そ
の
他
初
期
の
南
極
観
測
隊
の
記
録
等

越
冬
体
験
講
演
会
。

日
時
　
９
月
１２
日
ω
ｌ８
時
３０
分

場
所
　
山
岳
会
集
会
室

講
師
　
芳
野
赳
夫
会
員

会
費
　
５
０
０
円

（申
し
込
み
不
要
）

◆

第
１７
回
企
画
展

「異
人
た
ち
が
訪
れ

た
立
山
カ
ル
デ
ラ
‐上
ユ
山
新
道
と
外
国

人
登
山
」

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館

会
期
　
７
月
２２
日
田
～
８
月
３１
日
困

時
間
　
８
時
３０
分
～
１７
時

＊
観
覧
料
は
無
料

◆

羽
田
栄
治
写
真
展

会
期
　
７
月
２１
日
０
～
２７
日
困

会
場
　
酒
田
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
１
１

階
ホ
ー
ル
９
時
～
１７
時

（山
形
県
酒
田
市
中
央
西
町
２
１

５９

口

０

２

３

４

１

２

４

‐

２

９
９
１
）

■
訂
正
と
お
詫
び

６
月

（７
３
３
）
号
５
パ
‐
３
段
７
行
、

「押
田
知
事
」
は

「神
田
知
事
」
の
誤
り

で
し
た
。

１０
パ
‐
、
「上
篠
岳
人
」
は

「上
條
岳
人
」

の
誤
り
で
し
た
。
と
も
に
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。
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